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十
日
町
市
農
業
委
員
会
で
は
、
改

選
後
の
第
一
回
総
会
を
七
月
二
十
七

日
に
開
催
し
、
つ
ぎ
の
と
お
り
役
員

と
所
属
部
会
を
決
定
し
ま
し
た
。

◎
会
長
　
遠
田
金
市

◎
副
会
長
　
丸
山
滋

◎
農
地
部

　
●
会
長
　
山
田
正
吉

　
●
職
務
代
理
　
上
村
国
平

　
●
会
員
　
遠
田
恵
、
岡
村
建
治
、

　
　
村
山
隆
太
郎
、
小
林
龍
袷
、
水

　
　
落
留
吉
、
丸
山
滋
、
入
田
富
治
、

　
　
井
川
勇
、
上
村
完
治
、
福
島
良

　
　
貞
、
宮
沢
孝
、
庭
野
甚
兵
衛
、

　
　
橋
本
貞
一

◎
農
政
部

　
●
会
長
　
宮
沢
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
す
　
。
ら

ふるさとの旬の料理⑤

壷
　
　
●
職
務
代
理
　
屋
身
正
徳

　
　
●
会
員
　
斎
木
俊
夫
、
小
林
賢
祐
、

　
　
　
福
崎
彦
造
、
大
島
廣
榮
、
岩
田

　
　
　
光
平
、
滝
沢
重
治
、
柳
重
太
郎
、

　
　
　
水
落
象
次
郎
、
小
林
良
章
、
鈴

　
　
　
木
武
、
保
坂
兼
弘
、
山
本
茂
、

　
　
　
庭
野
重
信
、
遠
田
金
市

　
　
労
働
大
学
講
座

　
　
　
　
　
開
催
の
案
内

　
　
新
潟
県
で
は
、
労
働
問
題
の
知
識

　
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
労
働

　
法
を
中
心
に
し
て
労
働
問
題
に
つ
い

　
て
の
講
師
を
招
い
て
『
労
働
大
学
講

　
座
」
を
開
催
し
ま
す
の
訴
、
、
多
数
の

　
方
々
が
聴
講
く
だ
さ
い
．

　
◆
期
日
　
九
月
二
目
困
・
』

日
困
・

　
し
て
　
す
最
。
お
麻
　
　
飢

　
だ
し
。
う
、
る
で
胡
。

　
の
を
る
、
め
え
品
の
す
　
球

　
　
　
　
え
く
整
食
菜
ま
　
梛

　
　
　
　
　
　
ふ
を
の
引
れ
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
が
英
る
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
足
　
Q
え
　
揺

　
　
　
　
　
　
　
　
不
す
添
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
を
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
質
れ
菜
　
鍋

　
　
　
　
　
　
　
　
白
ら
野
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
蛋
べ
色
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
性
食
黄
　
せ

糖
油
酷
　
　
　
　
物
中
緑
ト
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
動
間
　
、
ン
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
素
の
等
イ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
平
祭
和
ポ
煮

　
九
日
困
・
影
目
因
∵
レ
七
日
困

　
　
講
座
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
レ
五

　
分
か
ら
午
後
四
時
卜
五
分
ま
て

　
◆
会
場
　
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協

　
会
（
労
働
衛
生
会
館
V
五
階
ホ
ー
ル

　
　
（
新
潟
市
川
岸
町
一
－
充
－
、
五
、

　
E
O
二
五
二
ー
六
し

±
二
〇
〇
番
）

　
◆
対
象
　
二
百
人
（
労
働
者
、
使
用

　
者
、
一
般
）

　
◆
申
込
み
締
切
り
　
八
月
二
十
二
日

　
◆
申
込
み
等
　
申
込
み
・
問
い
合
わ

　
せ
は
市
・
商
工
課
（
E
七
t
ご
、
三

　
一
番
内
線
、
一
六
六
）
ま
ー
、
、
、
な
お
、

　
参
考
書
代
金
と
し
て
千
円
が
必
要
で

　
す
。
所
定
の
課
程
を
修
了
す
る
と
、

　
修
r
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
県
民
手
帳
予
約
募
集
中

　
　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の

　
皆
さ
ん
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
う
た

　
　
つ
。
し
回
　
え
生
　
　
さ
会

　
　
た
る
移
β
　
揃
て
　
　
は
り

　
　
き
で
に
2
。
り
け
　
　
度
巧

　
　
む
茄
器
π
る
切
か
。
　
3
九

　
　
を
位
を
4
け
に
を
る
　

、
一

　
　
皮
分
き
効
つ
位
料
え
　
2
ル

　
　
て
5
い
　
に
㎝
味
添
　
で
グ

　
　
つ
で
ず
ーC
麗
5
調
を
　
の
究

　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研

　
　
洗
中
た
酢
綺
て
に
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

　
　
は
の
っ
に
を
し
上
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
損
土

　
　
き
湯
上
ち
色
く
、
胡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
郷

　
　
い
の
で
う
て
た
り
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
理
ず
り
茄
い
し
冷
盛
や
　
味
　
。

脚
①
ぷ
②
熱
返
③
て
姜
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
汐
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
・
し

物
　
9
　
　
　
　
　
　
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
減

の
　
0
2
2
々
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
加

酢
喫
疹
渓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
で

鷺
叢
糧
撫

ず
材
ず
砂
味
堀
酪
醤
　
　
ポ
軟
ん

幽と凱曝
一G・od　l6eα・一

　　　　　　　b↑’マよ
済祐＾9榊　R　　　　　ぶ¢

ゑ
¢

　
Ob／、

．

，
賦

　
’

吏
　
〆払

ミ
毎
量
に

榊
屡
雍
強
ぎ
き
船

9
嵐
轡
δ

z
マ
ぞ
駆
．
黒

　
　
、
」
い
ち
q
、
－

し

遡
瓦
麺
爬
、

鞍
零
．
．
、

錨
鐘
　
へ

騨
ノ
　
　
、

酬
　
　
蝋

鮮
　
簸

縮
蕨

　
　
　
　
“
プ
O
煎

　
、
、
⊃
　
　
　
　
斡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
、

ヘ
ム

＼ヌ

蕊
う
E
獣
瀕
、
も
“
い

ひ
ヒ
＆
り
爬
リ
ビ
、

藷
褻
．
謹

≒
ヤ
ミ
つ
ぽ
リ
ヒ
わ

δ
始
Q
・
も
翠

　鱈　煮
料一　　　　　　 脚理法一
　鱈・…一1かけ440g　①棒鱈はたわしでよく洗って夏
し毘布……15cm2枚　　　は3～4日、冬は7日位水にもどす

　干・・…・40g　　　　夏は少しづつ水を流して置く。

　　　…C1去　　　　②棒鱈を切り厚手の鍋に水から
　糖……大4　　　　　入れて火にかけ、煮立ったら汁
　油……大4　　　　　を捨て今度は煮干と昆布のだし
　酪……大2　　　　　汁にお酒を入れ落とし蓋をして
　　　　　　　　　　骨が軟らかになるまで煮る。
　　　　　　　　　　③次に砂糖、醤油を加え、うす
　　　　　　　　　　味にして2時間位煮ふくめ、最
　　　　　　　　　　後に味酪を加えて味を整える。
素動物性蛋白質の不足がちの料理に棒鱈は最高の食品でお
の間中食べられます。英隠元のお浸しまたは間引菜の胡麻
集　緑昔伍，野菓を添えると栄養のバランスがとれます。

λ
各
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び

も
晋

㌃
2
鳳

』
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．
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●

髪甑野ε

伊

め
、
一
九
八
二
年
版
の
手
帳
「
に
い

が
た
」
を
発
行
す
る
二
と
に
な
り
、

現
在
予
約
募
集
中
で
す
．

●
受
付
期
間
　
八
月
一
．
一
十
一
日
ま
で

●
価
格
　
一
冊
、
一
、

百
円

●
申
込
先
　
市
・
総
務
課
企
画
広
報

係
（
B
乍
⊥
ニ
ニ
一
番
内
線
二
七

八
）
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
（
水
沢

・
吉
田
・
中
条
・
下
条
）
に
代
金
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．
、

●
発
行
時
期
　
十
一
月
中
旬

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
繊
労
睦
支
部
　
一
万
四
千
、
一
百

七
円
　
▼
繊
労
根
茂
支
部
　
四
千
八

十
三
円
　
▼
十
日
町
農
業
青
年
連
盟

有
志
　
三
万
円
　
▼
庭
野
日
敬
（
東

京
都
）
五
十
万
円
　
▼
南
雲
徳
栄
（
関

根
）
十
万
円
…
香
典
返
し
　
▼
三
広

商
事
営
業
一
同
　
三
千
九
百
二
十
四

円
…
身
体
障
害
者
福
祉
に

立
正
佼
成
会
に
紺
綬
褒
章

　
こ
の
た
び
立
正
佼
成
会
に
紺
綬
褒

章
が
授
与
さ
れ
る
二
と
に
な
り
、
去

る
七
月
十
八
日
に
市
役
所
で
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
立
正
佼
成
会
で

は
、
一
般
県
道
新
座
八
箇
線
の
改
良

工
事
の
た
め
に
二
千
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
が
、
こ
の
行
為
に
対
し
て
紺

綬
褒
章
が
お
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

巡
回
内
職
相
談

8
月
烈
日
（
金
）

10
時
～
3
時
・
市
役
所
相
談
室

布長から紺綬褒章を受ける庭野健蔵氏

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
十
八
日
図
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
高
山
第
二
．
第
三
、

第
四
、
春
日
町
一
丁
目
・
二
丁
目
．

三
丁
目
、
錦
町
一
r
目
・
二
丁
目
の

各
一
部
▼
八
月
二
十
目
困
午
前

九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
高
山
第
．
．
一

・
第
四
、
高
田
町
五
r
目
・
六
r
目

の
各
一
部
▼
八
月
二
十
五
日
図

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

町
一
丁
目
二
一
丁
目
・
三
丁
目
、
錦

町
一
丁
目
・
二
丁
目
、
北
新
田
第
一
．

第
二
、
高
山
第
二
の
各
一
部
、
塚
原

町
、
北
新
田
第
三

　
　
　
　
　
　
　
X
・

事
ヒ
が
2
　
轟

　
〇
五
日
か
ら
七
日
ま
で
十
目
町
小

学
校
の
田
村
学
級
、
佐
藤
学
級
の
児

童
八
人
が
、
「
親
元
か
ら
離
れ
て
友
だ

ち
と
仲
良
く
集
団
生
活
を
し
、
日
常

生
活
で
も
自
律
が
で
き
る
能
力
を
養

お
う
」
と
二
泊
一
一
、
日
の
宿
泊
学
習
を

行
い
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）
。
四
人

の
先
生
と
一
緒
に
、
食
事
の
用
意
や

掃
除
、
即
興
劇
、
花
火
、
入
浴
な
ど

に
明
る
い
笑
顔
で
み
ん
な
で
協
力
し

あ
っ
て
い
ま
し
た
．
ひ
と
つ
で
も
多

く
の
能
力
を
引
き
出
し
、
社
会
生
活

の
で
き
る
子
供
た
ち
に
育
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
願
わ
れ
ま
し
た
。

■市勢／世帯数…12，。9。／推計人・…49，224人（男24，・55人・女25・169人）※基本台帳人・49・778人（7月1日現在）
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清
津
ダ
ム
実
調
入
り
も
間
近

　
国
営
苗
場
山
ろ
く
総
合
農
地
開
発
事
業
実
施
の
た
め
、
市
で

は
、
七
月
二
十
日
に
市
長
を
本
部
長
と
し
、
部
課
長
、
市
議
会

議
員
、
　
農
業
委
員
、
農
協
理
事
・
職
員
な
ど
で
ブ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
三
f
班
、
八
十
六
人
）
を
組
織
し
、
関
係

農
家
の
協
力
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
九
月
一
日

現
在
で
、
珠
川
原
で
未
墾
地
の
同
意
率
が
八
十
七
・
五
新
に
達

し
た
の
を
は
じ
め
、
未
墾
地
全
体
の
同
意
面
積
が
四
百
診
を
超

え
ま
し
た
。
ま
た
、
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
の
実
施
調
査
入
り
も

間
近
に
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
十
日
町
市
百
年
の
大
計
の
た
め
、

広
大
な
畑
作
地
帯
を
形
成
し
、
台
地
に
水
を
引
い
て
く
る
と
い

う
世
紀
の
大
事
業
が
一
歩
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
．

　
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
の
経
過
と
現
状
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

苗
場
山
ろ
く
開
発
の
経
過

　
苗
場
山
ろ
く
国
営
農
地
開
発
事
業

は
、
昭
和
四
十
二
年
に
農
水
省
北
陸

農
政
局
で
、
開
発
の
可
能
性
を
さ
ぐ

る
基
本
計
画
調
査
を
開
始
し
た
の
が

は
じ
ま
り
で
す
。
市
で
は
、
こ
れ
に

対
応
し
て
、
四
十
七
年
四
月
に
、
苗

場
山
麓
開
発
室
を
農
林
課
か
ら
独
立

さ
せ
、
農
政
局
調
査
の
応
援
と
事
業

参
加
の
と
り
ま
と
め
を
し
、
開
発
に

必
要
な
水
は
建
設
省
で
実
施
す
る
清

津
川
ダ
ム
（
多
目
的
ダ
ム
）
に
求
め

る
方
針
等
を
決
め
、
こ
の
ダ
ム
の
建

設
促
進
を
合
わ
せ
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
苗
場
第
一
地
区
（
津
南

町
）
、
第
二
地
区
（
津
南
町
、
中
里

村
）
は
、
水
源
を
地
区
内
ダ
ム
に
求

め
、
事
業
に
着
手
し
、
開
発
事
業
は

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
第
三
地
区
（
十
日
町
市
）
で
は
、

昭
和
五
十
年
に
基
本
調
査
を
完
了
し
、

受
益
者
の
皆
さ
ん
か
ら
開
発
の
仮
同

意
（
内
諾
書
）
を
も
ら
っ
て
開
発
地

区
を
決
定
し
、
そ
の
場
所
を
実
施
す

る
た
め
の
全
体
実
施
計
画
を
五
十
】

年
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
農
水
省
で
は
、
全
体
実
施

設
計
入
り
し
て
か
ら
五
年
以
L
過
ぎ
、

全
計
期
間
中
に
実
施
す
る
調
査
・
作

業
は
ほ
と
ん
ど
終
っ
た
の
で
、
開
発

に
着
工
す
る
か
、
そ
れ
と
も
清
津
川

ダ
ム
か
ら
の
水
の
導
水
が
可
能
に
な

る
ま
で
休
止
す
る
か
の
判
断
を
強
く

求
め
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
清
津
川

ダ
ム
着
工
の
見
通
し
が
つ
く
ま
で
全

体
実
施
設
計
の
調
査
を
続
け
て
欲
し

い
と
農
政
局
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、

清
津
川
ダ
ム
の
早
期
実
施
調
査
入
り

を
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
仮
同
意
を
も
ら
っ

て
か
ら
五
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
て

農
業
状
勢
や
農
家
の
状
態
も
変
っ
て

き
て
お
り
、
五
十
年
当
時
の
計
画
を

そ
の
ま
ま
持
ち
こ
む
の
は
問
題
が
残

る
た
め
、
昨
年
、
十
二
月
に
関
係
農

家
の
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
意
向
調
査
の
結
果
は
、
同
意
率
五

f
九
・
二
軽
と
低
く
同
意
面
積
も
国

営
の
開
発
条
件
と
な
る
四
百
鈴
を
下

回
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
で
は
、

七
月
二
十
日
、
市
長
を
本
部
長
と
す

る
事
業
推
進
本
部
を
設
置
し
、
部
課

長
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
、
農
協

理
事
、
職
員
、
農
業
委
を
総
動
員
し

て
三
十
班
八
f
六
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
タ

ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
関
係
の
未
同

意
農
家
の
協
力
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

清
津
川
ダ
ム
の

　
　
進
捗
状
況

　
清
津
川
ダ
ム
の
調
査
は
建
設
省
北

陸
地
方
建
設
局
で
四
十
一
年
か
ら
始

め
ら
れ
、
途
中
ダ
ム
予
定
地
が
国
立

公
園
や
名
勝
天
然
記
念
物
清
津
峡
と

の
関
連
で
現
地
調
査
を
一
時
中
断
す

る
な
ど
し
な
が
ら
五
十
一
年
か
ら
本

格
的
な
調
査
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
ダ
ム
の
建
設
が
技
術
的
に
可

能
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ダ
ム
の
大
き

さ
と
経
済
的
（
総
工
費
と
の
関
係
な

ど
）
な
問
題
な
ど
の
検
討
が
行
わ
れ

五
十
四
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
、

検
討
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
実
施
計
画
調
査

入
り
が
可
能
な
状
態
で
す
が
、
｝
方

ダ
ム
建
設
に
伴
う
水
没
者
の
生
活
再

建
計
画
の
問
題
な
ど
が
残
さ
れ
て
お

り
、
ダ
ム
建
設
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め

る
に
は
名
目
的
な
実
調
入
り
を
先
に

送
っ
て
も
水
没
者
対
策
を
先
に
進
め

る
と
の
建
設
省
の
方
針
に
よ
り
、
当

面
は
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
全
力
を

そ
そ
ぐ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

開
発
に
向
け
て

　
七
月
二
十
日
に
推
進
本
部
を
設
置

し
て
以
来
、
精
力
的
に
関
係
農
家
の

協
力
を
求
め
た
結
果
、
九
月
一
日
現

在
の
未
墾
地
の
同
意
率
は
珠
川
原
で

八
十
七
・
五
智
（
同
意
面
積
、
百
七

十
二
・
二
珍
）
、
南
雲
原
で
六
十
七

・
八
警
（
百
三
十
・
三
診
）
に
達
す

る
な
ど
未
墾
地
の
全
体
で
は
、
四
百

一
診
の
同
意
を
得
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
同
意
を
得
て
い
る
場
所
を

図
面
の
上
に
落
し
て
み
る
と
カ
ス
リ

状
に
な
っ
て
い
て
、
理
想
的
な
開
発

が
で
き
な
い
こ
と
や
、
国
の
基
準
で

は
道
路
や
導
水
路
を
引
い
た
造
成
後

四
百
診
の
開
発
を
必
要
と
し
て
い
る

た
め
、
引
き
続
き
推
進
本
部
を
設
置

し
、
関
係
農
家
の
賛
同
を
得
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
清
津
川
ダ
ム
の
実
施
の
た
め
の
調

査
が
間
近
に
な
り
、
水
が
将
来
利
用

で
き
る
見
通
し
が
は
っ
き
り
す
る
な

ど
苗
場
山
ろ
く
開
発
に
着
工
す
る
条

件
が
整
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
台
．

地
に
水
を
引
い
て
く
る
の
は
こ
れ
が

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
、
ダ
ム

建
設
の
仲
間
に
入
ら
な
い
と
将
来
水

が
欲
し
い
と
い
っ
て
も
分
け
て
も
ら

え
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
　
台
地
に

水
を
引
き
、
広
大
な
畑
作
地
帯
を
形

成
す
る
こ
と
は
十
日
町
百
年
の
計
の

大
き
な
目
玉
で
す
。
十
日
町
市
発
展

の
た
め
の
世
紀
の
大
事
業
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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雪ときものとコシヒカリ

戸
暇
都

紳
六
窟

　
来
年
で
第
三
十
三
回
を
迎
え
る
十
日
町
雪
ま
つ
り
。
日
本

で
も
有
数
な
も
の
に
な
っ
て
来
た
こ
の
ま
つ
り
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
、
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の
た
び
新

し
い
企
画
と
し
て
雪
ま
つ
り
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
編
成
さ
れ
、

．
雪
と
き
も
の
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
”
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

か
か
げ
、
関
西
方
面
に
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

ま
し
た
。
　
（
九
月
三
日
～
五
日
）

　
十
日
町
小
唄
、
深
雪
甚
句
の
民
踊
の
一
行
や
、
市
、
織
物
、

商
工
な
ど
の
各
関
係
者
が
、
雪
ま
つ
り
の
チ
ラ
シ
、
名
産
物

を
携
え
て
、
各
旅
行
セ
ン
タ
ー
、
案
内
所
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
道
ゆ
く
人
の
雪
ま
つ
り
へ
の
関
心
の
高
さ
や
、
各
事
業
所

の
友
好
的
好
意
的
な
対
応
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
新
企

画
は
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
第
三
十
三
回
”
白
い
愛
の
祭
典
”
ま
で
あ
と
五
ヵ
月

▲

民踊のキャラバンレ・

道ゆく人の関心にも　　　　　　〉

　　　　　高いものがありました

▼大阪城内にて十日町小唄

▲

キャラバン隊長（市

役所上村経済部長）

から日本交通公社梅

田支店長へ雪まつり

案内、名産物などを

渡す

〈キャラバン

　　　訪問先一覧

◆京都旅行センター（国鉄）
　近畿日本ツーリスト京都営業所
◆大阪旅行セン9一（国鉄）
　日本旅行大阪堂ビル営業所
◆天王寺旅行センター（国鉄）
交通公社天王寺支店

◆三の宮旅行セン9一（国鉄）
日本旅行三ノ宮旅行セン9一

◆大局旅客課販売セン9一（国鉄）
交通公社梅田支店

　新潟県大阪経済事務所

　　　　　　〉
宿泊地のお祭り広

場で他の観光客と

「十日町小唄』

　
市
農
業
協
同
組
合
（
樋
口
貫
一
組

合
長
）
で
は
、
米
需
要
拡
大
の
長
期

的
な
運
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、

学
校
給
食
の
米
飯
普
及
の
一
助
と
し

て
米
飯
給
食
用
の
食
器
を
市
に
寄
贈

さ
れ
て
　
ま
す
が
　
今
年
も
三
千
五

百
五
十
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
食
器
は
、
水
沢
・
六
箇
・
八

箇
・
中
条
な
ど
各
4
・
中
学
校
で
使

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
現
在
、
中
央
、
水
沢
各
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
週
二
回
の
米
飯

給
食
を
実
施
（
一
部
学
校
で
は
米
飯

給
食
だ
け
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
）

し
て
い
ま
す
が
　
米
飯
給
食
の
回
数

等
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
つ
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清
津
ダ
ム
実
調
入
り
も
間
近

　
国
営
苗
場
山
ろ
く
総
合
農
地
開
発
事
業
実
施
の
た
め
、
市
で

は
、
七
月
二
十
日
に
市
長
を
本
部
長
と
し
、
部
課
長
、
市
議
会

議
員
、
　
農
業
委
員
、
農
協
理
事
・
職
員
な
ど
で
ブ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
三
f
班
、
八
十
六
人
）
を
組
織
し
、
関
係

農
家
の
協
力
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
九
月
一
日

現
在
で
、
珠
川
原
で
未
墾
地
の
同
意
率
が
八
十
七
・
五
新
に
達

し
た
の
を
は
じ
め
、
未
墾
地
全
体
の
同
意
面
積
が
四
百
診
を
超

え
ま
し
た
。
ま
た
、
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
の
実
施
調
査
入
り
も

間
近
に
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
十
日
町
市
百
年
の
大
計
の
た
め
、

広
大
な
畑
作
地
帯
を
形
成
し
、
台
地
に
水
を
引
い
て
く
る
と
い

う
世
紀
の
大
事
業
が
一
歩
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
．

　
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
の
経
過
と
現
状
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

苗
場
山
ろ
く
開
発
の
経
過

　
苗
場
山
ろ
く
国
営
農
地
開
発
事
業

は
、
昭
和
四
十
二
年
に
農
水
省
北
陸

農
政
局
で
、
開
発
の
可
能
性
を
さ
ぐ

る
基
本
計
画
調
査
を
開
始
し
た
の
が

は
じ
ま
り
で
す
。
市
で
は
、
こ
れ
に

対
応
し
て
、
四
十
七
年
四
月
に
、
苗

場
山
麓
開
発
室
を
農
林
課
か
ら
独
立

さ
せ
、
農
政
局
調
査
の
応
援
と
事
業

参
加
の
と
り
ま
と
め
を
し
、
開
発
に

必
要
な
水
は
建
設
省
で
実
施
す
る
清

津
川
ダ
ム
（
多
目
的
ダ
ム
）
に
求
め

る
方
針
等
を
決
め
、
こ
の
ダ
ム
の
建

設
促
進
を
合
わ
せ
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
苗
場
第
一
地
区
（
津
南

町
）
、
第
二
地
区
（
津
南
町
、
中
里

村
）
は
、
水
源
を
地
区
内
ダ
ム
に
求

め
、
事
業
に
着
手
し
、
開
発
事
業
は

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
第
三
地
区
（
十
日
町
市
）
で
は
、

昭
和
五
十
年
に
基
本
調
査
を
完
了
し
、

受
益
者
の
皆
さ
ん
か
ら
開
発
の
仮
同

意
（
内
諾
書
）
を
も
ら
っ
て
開
発
地

区
を
決
定
し
、
そ
の
場
所
を
実
施
す

る
た
め
の
全
体
実
施
計
画
を
五
十
】

年
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
農
水
省
で
は
、
全
体
実
施

設
計
入
り
し
て
か
ら
五
年
以
L
過
ぎ
、

全
計
期
間
中
に
実
施
す
る
調
査
・
作

業
は
ほ
と
ん
ど
終
っ
た
の
で
、
開
発

に
着
工
す
る
か
、
そ
れ
と
も
清
津
川

ダ
ム
か
ら
の
水
の
導
水
が
可
能
に
な

る
ま
で
休
止
す
る
か
の
判
断
を
強
く

求
め
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
清
津
川

ダ
ム
着
工
の
見
通
し
が
つ
く
ま
で
全

体
実
施
設
計
の
調
査
を
続
け
て
欲
し

い
と
農
政
局
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、

清
津
川
ダ
ム
の
早
期
実
施
調
査
入
り

を
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
仮
同
意
を
も
ら
っ

て
か
ら
五
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
て

農
業
状
勢
や
農
家
の
状
態
も
変
っ
て

き
て
お
り
、
五
十
年
当
時
の
計
画
を

そ
の
ま
ま
持
ち
こ
む
の
は
問
題
が
残

る
た
め
、
昨
年
、
十
二
月
に
関
係
農

家
の
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
意
向
調
査
の
結
果
は
、
同
意
率
五

f
九
・
二
軽
と
低
く
同
意
面
積
も
国

営
の
開
発
条
件
と
な
る
四
百
鈴
を
下

回
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
で
は
、

七
月
二
十
日
、
市
長
を
本
部
長
と
す

る
事
業
推
進
本
部
を
設
置
し
、
部
課

長
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
、
農
協

理
事
、
職
員
、
農
業
委
を
総
動
員
し

て
三
十
班
八
f
六
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
タ

ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
関
係
の
未
同

意
農
家
の
協
力
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

清
津
川
ダ
ム
の

　
　
進
捗
状
況

　
清
津
川
ダ
ム
の
調
査
は
建
設
省
北

陸
地
方
建
設
局
で
四
十
一
年
か
ら
始

め
ら
れ
、
途
中
ダ
ム
予
定
地
が
国
立

公
園
や
名
勝
天
然
記
念
物
清
津
峡
と

の
関
連
で
現
地
調
査
を
一
時
中
断
す

る
な
ど
し
な
が
ら
五
十
一
年
か
ら
本

格
的
な
調
査
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
ダ
ム
の
建
設
が
技
術
的
に
可

能
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ダ
ム
の
大
き

さ
と
経
済
的
（
総
工
費
と
の
関
係
な

ど
）
な
問
題
な
ど
の
検
討
が
行
わ
れ

五
十
四
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
、

検
討
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
実
施
計
画
調
査

入
り
が
可
能
な
状
態
で
す
が
、
｝
方

ダ
ム
建
設
に
伴
う
水
没
者
の
生
活
再

建
計
画
の
問
題
な
ど
が
残
さ
れ
て
お

り
、
ダ
ム
建
設
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め

る
に
は
名
目
的
な
実
調
入
り
を
先
に

送
っ
て
も
水
没
者
対
策
を
先
に
進
め

る
と
の
建
設
省
の
方
針
に
よ
り
、
当

面
は
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
全
力
を

そ
そ
ぐ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

開
発
に
向
け
て

　
七
月
二
十
日
に
推
進
本
部
を
設
置

し
て
以
来
、
精
力
的
に
関
係
農
家
の

協
力
を
求
め
た
結
果
、
九
月
一
日
現

在
の
未
墾
地
の
同
意
率
は
珠
川
原
で

八
十
七
・
五
智
（
同
意
面
積
、
百
七

十
二
・
二
珍
）
、
南
雲
原
で
六
十
七

・
八
警
（
百
三
十
・
三
診
）
に
達
す

る
な
ど
未
墾
地
の
全
体
で
は
、
四
百

一
診
の
同
意
を
得
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
同
意
を
得
て
い
る
場
所
を

図
面
の
上
に
落
し
て
み
る
と
カ
ス
リ

状
に
な
っ
て
い
て
、
理
想
的
な
開
発

が
で
き
な
い
こ
と
や
、
国
の
基
準
で

は
道
路
や
導
水
路
を
引
い
た
造
成
後

四
百
診
の
開
発
を
必
要
と
し
て
い
る

た
め
、
引
き
続
き
推
進
本
部
を
設
置

し
、
関
係
農
家
の
賛
同
を
得
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
清
津
川
ダ
ム
の
実
施
の
た
め
の
調

査
が
間
近
に
な
り
、
水
が
将
来
利
用

で
き
る
見
通
し
が
は
っ
き
り
す
る
な

ど
苗
場
山
ろ
く
開
発
に
着
工
す
る
条

件
が
整
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
台
．

地
に
水
を
引
い
て
く
る
の
は
こ
れ
が

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
、
ダ
ム

建
設
の
仲
間
に
入
ら
な
い
と
将
来
水

が
欲
し
い
と
い
っ
て
も
分
け
て
も
ら

え
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
　
台
地
に

水
を
引
き
、
広
大
な
畑
作
地
帯
を
形

成
す
る
こ
と
は
十
日
町
百
年
の
計
の

大
き
な
目
玉
で
す
。
十
日
町
市
発
展

の
た
め
の
世
紀
の
大
事
業
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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雪ときものとコシヒカリ

戸
暇
都

紳
六
窟

　
来
年
で
第
三
十
三
回
を
迎
え
る
十
日
町
雪
ま
つ
り
。
日
本

で
も
有
数
な
も
の
に
な
っ
て
来
た
こ
の
ま
つ
り
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
、
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の
た
び
新

し
い
企
画
と
し
て
雪
ま
つ
り
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
編
成
さ
れ
、

．
雪
と
き
も
の
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
”
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

か
か
げ
、
関
西
方
面
に
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

ま
し
た
。
　
（
九
月
三
日
～
五
日
）

　
十
日
町
小
唄
、
深
雪
甚
句
の
民
踊
の
一
行
や
、
市
、
織
物
、

商
工
な
ど
の
各
関
係
者
が
、
雪
ま
つ
り
の
チ
ラ
シ
、
名
産
物

を
携
え
て
、
各
旅
行
セ
ン
タ
ー
、
案
内
所
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
道
ゆ
く
人
の
雪
ま
つ
り
へ
の
関
心
の
高
さ
や
、
各
事
業
所

の
友
好
的
好
意
的
な
対
応
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
新
企

画
は
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
第
三
十
三
回
”
白
い
愛
の
祭
典
”
ま
で
あ
と
五
ヵ
月

▲

民踊のキャラバンレ・

道ゆく人の関心にも　　　　　　〉

　　　　　高いものがありました

▼大阪城内にて十日町小唄

▲

キャラバン隊長（市

役所上村経済部長）

から日本交通公社梅

田支店長へ雪まつり

案内、名産物などを

渡す

〈キャラバン

　　　訪問先一覧

◆京都旅行センター（国鉄）
　近畿日本ツーリスト京都営業所
◆大阪旅行セン9一（国鉄）
　日本旅行大阪堂ビル営業所
◆天王寺旅行センター（国鉄）
交通公社天王寺支店

◆三の宮旅行セン9一（国鉄）
日本旅行三ノ宮旅行セン9一

◆大局旅客課販売セン9一（国鉄）
交通公社梅田支店

　新潟県大阪経済事務所

　　　　　　〉
宿泊地のお祭り広

場で他の観光客と

「十日町小唄』

　
市
農
業
協
同
組
合
（
樋
口
貫
一
組

合
長
）
で
は
、
米
需
要
拡
大
の
長
期

的
な
運
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、

学
校
給
食
の
米
飯
普
及
の
一
助
と
し

て
米
飯
給
食
用
の
食
器
を
市
に
寄
贈

さ
れ
て
　
ま
す
が
　
今
年
も
三
千
五

百
五
十
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
食
器
は
、
水
沢
・
六
箇
・
八

箇
・
中
条
な
ど
各
4
・
中
学
校
で
使

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
現
在
、
中
央
、
水
沢
各
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
週
二
回
の
米
飯

給
食
を
実
施
（
一
部
学
校
で
は
米
飯

給
食
だ
け
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
）

し
て
い
ま
す
が
　
米
飯
給
食
の
回
数

等
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
つ
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ン老｛簗は塾4塗の騰妻．！

市内の高齢者人口の推移

年度 総人口 60歳以上 うち70歳以上

実数　　　％ 実数　　　％

50 50，322 7，075　　14．1 3，004　　　6，0

51 50，465 7，221　　14．3 3，088　　　6。1

52 50，323 7，383　　14．7 3，248　　　6．5

53 50，228 7，544　　15．0 3，391　　　6．8

54 50，013 7，749　　15，5 3，555　　　7．1

55 50，001 7，880　　15．8 3，740　　　7．5

56 49，860 8，067　　16。2 3，826　　　7．7

（謝吉現在）

長寿者番付
東 西

藤田　タ　ケ隻新　　　保）99歳 横綱 関　口　富作（貝　ノ　川）98歳

市村竹三郎（伊　達　3）98歳 大関 吉沢　ト　メ（北鐙坂2）97歳

富井　シ　ゲ（土　市　1）97歳 関脇 大島　テ　イ（　原　　〉97歳

羽鳥民蔵（田中町本通）97歳 小結 富井マツジ（珠　川　3）97歳

岡　田　ツ　ガ（中条中町）97歳 前1 玉田徳治（四日町3）96歳
高橋　リ　サ（神　明　町）95歳 〃2 田村　キ　ミ（漉　　野）95歳

水落　シ　ノ（二　　　子〉95歳 〃3 樋口要蔵（高田町2）94歳
徳永吉太郎（内　　　後）94歳 〃4 飯塚常作（南　　雲）94歳
井川由太郎（下条本町）94歳 〃5 村山　イ　サ（伊達　2）94歳

小川　フ　ジ（四日町2）93歳 〃6 山　田　サ　ダ（水　　　口）93歳

樋ロ　ケ　イ噺宮　2）93歳 〃7 川　田　シ　ゲ（寿　町　1）93歳

大島サ　ダ（西　寺　町）93歳 〃8 市村　ト　ヨ（伊達　4）93歳

水落　キ　ク（　原　　〉93歳 〃9 根津　ミ　ヤ（田中町本通）92歳

宮内　ヨ　シ（北　　原）92歳 〃10 宮内　キ　ヤ（梅　　　沢）92歳

福崎キ　ノ（六箇山谷）92歳 〃11 佐藤　ト　タ（新　光　寺）92歳

保坂　ミ　ツ（姿　　　1）92歳 〃12 春川　ス　イ（四日町新田1〉92歳

小林パ　ナ（津　　　池）92歳 〃13 宮沢　ミ　キ（高田町5）92歳

平野政直（高　山　3〉92歳 〃14 宮沢ハ　ッ（幸　　町）92歳

吉沢ヤ　ス（北鐙坂3〉92歳 〃15 水落ム　メ（中条菅沼〉92歳

金子マ　ス（袋　町　東）92歳 〃16 湯沢　ゲ　ン（寿　町　4）92歳

池田　イ　ソ（学校町1）91歳 〃17 小泉義三郎（中条市之沢）91歳

水落儀作（願　　　入）91歳 〃18 関ロ　ヨ　キ（千　歳町）91歳

曽根　カ　ノ（田川町3）91歳 〃19 村山　ノ　ブ（伊　達　4〉91歳

高野后太郎（北新田1）91歳 〃20 庭野五三郎（　島　　）91歳
福原　た　ま（宮　下　西）91歳 〃21 高野　モ　ト（水　沢　1）91歳

星名　フ　ミ沖条中町）91歳 〃22 樋　口　寅松（中条上町）91歳

高野、ト　メ（馬　場　3）91歳 〃23 田　村　ト　ウ（中条下町〉91歳

佐野　カ　ツ（関口樋口町）91歳 〃24 丸山茂雄（春日町2）91歳
池田勇太郎（猿　　　倉）91歳 〃25 村山　イ　セ（伊　達　2）91歳

村山丑太郎（野　　刺91歳 ”26 近藤　タ　ヅ（本　町　3）90歳

斉藤　き　く（土　市　5）90歳 〃27 阿部　力　子（五軒新田）90歳

高橋ユ子（宮　下　東）90歳 〃28 阿部伊勢松（新座　1）90歳
小林　｝　ラ（中　条　島）90歳 〃29 菅井ツ　ユ（谷内丑2）’90歳

宮沢　ト　ラ（伊　達　1）90歳 〃30 水落初治（上新田1）90歳

上村與作（南　　雲）90歳 〃31 樋口万平（下条栄町）90歳
小川　パル（浅之　平）90歳 〃32 大渕ナ　ツ（上新田2）90歳
村山　カ　ヨ（岩　　野）90歳 〃33 春日　与作（樽　　沢）90歳

太田春之無（本町7－1）90歳 ”34 水落　ミ　ヤ（二　　　子）90歳

大島伊三郎（太　子堂）90歳 〃35 関口　ト　シ（昭和町4〉90歳

山　田　ソ　メ（二　　子）90歳 〃36 春川　ミヤ（小　　貫）90歳

野村初太郎（山本町1）90歳 〃37 数藤コ　メ（小　泉　3）90歳

津畑　ギ　ン（上　　　原）90歳 〃38 小川　ト　キ（千代田町）90歳

平野　カ　ノ（川治上町）90歳 〃39 五十嵐久松（北　　　原）90歳

高橋峰平（本町1下）90歳 〃40

　
人
口
の
高
齢
化
に
年
々
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
方
が
八
千
六
十
七
人
、
七
十
歳

以
上
の
お
と
し
よ
り
は
、
三
千
八
百
二
十
六
人
お
り
ま
す
。
五
ヵ

年
間
で
約
千
人
、
人
口
比
で
二
智
の
増
で
す
。

　
老
後
は
、
だ
れ
も
が
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
み
ん
な
の
階

段
で
す
。
敬
老
の
日
、
老
人
福
祉
週
間
に
あ
た
り
、
市
の
老
人

対
策
と
今
年
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
元
気
な
ご
夫
婦
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
老
人
福
祉
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
行
っ
て
い
る
市

の
老
人
対
策
は
、

　
　
ブ

　
　
敬
老
祝
金

　
九
月
十
五
日
現
在
で
満
八
f
歳
～

八
十
九
歳
ま
で
の
方
に
は
四
千
円
、

九
十
歳
以
上
の
方
に
は
五
千
円
の
敬

老
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
ね
た
き
り
老
人
に
見
舞
金

　
六
十
五
歳
以
上
で
、
居
宅
で
一
年

以
止
寝
た
き
り
で
、
常
時
介
護
が
必

要
な
方
に
、
年
間
三
万
六
干
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
　
老
人
家
庭
奉
仕
員
・
老
人
福
祉

　
　
相
談
員
配
置

　
老
人
だ
け
の
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の

老
人
の
世
帯
な
ど
に
、
週
二
回
位
出

向
き
、
食
事
の
世
話
、
住
居
の
掃
除
、

整
と
ん
、
身
の
ま
わ
り
の
世
話
、
生

活
必
需
品
の
買
物
な
ど
を
す
る
老
人

家
庭
奉
仕
員
が
置
か
れ
て
い
ま
す
し
、

老
人
の
日
常
生
活
の
悩
み
に
つ
い
て

相
談
、
助
言
、
健
康
保
持
な
ど
の
指

導
を
し
て
い
る
老
人
福
祉
相
談
員
も

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
日
常
生
活
用
具
貸
与

　
長
期
間
に
わ
た
っ
て
寝
た
き
り
の

人
に
、
特
殊
ベ
ッ
ト
の
貸
出
し
、
褥

瘡
予
防
器
具
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま

す
。

　
　
寝
た
き
り
老
人
寝
具
乾
燥

　
介
護
を
必
要
と
す
る
老
人
の
寝
具

の
乾
燥
、
消
毒
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
老
人
健
康
診
査

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
を
目
的
に

毎
年
一
回
行
っ
て
い
ま
す
．
今
年
は

九
月
を
予
定
し
て
お
り
、
診
査
料
は

無
料
で
す
。

　
　
老
人
医
療
費
の
支
給

　
社
会
保
険
の
本
人
を
除
く
満
七
十

歳
以
上
の
老
人
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
支
給
し
ま
す
。
　
（
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）
ま
た
、
県
単
独
老
人
医

療
費
の
助
成
と
し
て
、
社
会
保
険
の

本
人
を
除
く
ガ
十
五
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
老
人
と
寝
た
き
り
老
人
及
び
、

七
十
歳
以
上
の
所
得
制
限
を
受
け
た

人
に
適
用
さ
れ
、
自
己
負
担
分
が
全

額
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
身
寄
り
が
な
く
世
話
を
す
る
入
が

い
な
い
老
人
や
身
体
が
衰
え
て
家
庭

で
お
世
話
し
き
れ
な
い
人
達
の
お
世

話
を
す
る
の
が
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

す
。
ま
た
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
た

め
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
必
要
と

し
て
い
て
、
居
宅
で
は
、
こ
れ
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
老
人
対
策
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

．
福
祉
係
（
丘
七
－
三
一
二
番
内
線

一
二
五
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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歩
け
歩
け
飯
山
ま
で

　
　
　
　
池
田
田
作
・
マ
ス
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
　
川

左
官
屋
さ
ん
一

　
　
　
　
和
田
徳
市

　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
町
）

　
親
が
本
人
に
も
黙
っ
て

結
婚
を
決
め
た
と
い
う
池

田
さ
ん
夫
妻
。
人
の
二
倍

は
働
き
一
代
で
家
を
三
回

建
て
直
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
十
一
年
前
か
ら
冬
の
間

美
佐
島
地
区
の
郵
便
配
達

を
し
て
何
度
も
死
ぬ
目
に

あ
っ
た
と
か
。
今
年
の
夏

に
は
、
飯
山
ま
で
六
十
キ
・

を
歩
き
通
し
、
そ
の
健
脚

は
健
在
で
す
。
今
の
楽
し

み
は
旅
行
と
老
人
講
座
で

俳
句
を
つ
く
る
こ
と
。
ま

だ
ま
だ
元
気
で
す
。

筋
に

・
ミ
ノ
さ
ん

　
　
（
北
　
新
　
田
）

　
　
「
五
月
の
忙
し
い
時
に

祝
言
を
し
、
当
時
は
、
新

婚
旅
行
も
写
真
も
撮
ら
な

か
っ
た
」
と
笑
う
和
田
さ

ん
夫
妻
。
十
三
歳
の
時
か

ら
、
左
官
の
手
伝
を
し
、

最
近
辞
め
る
ま
で
左
官
屋

さ
ん
一
筋
だ
っ
た
徳
市
さ

ん
。
ミ
ノ
さ
ん
は
機
織
り

で
生
活
を
支
え
、
戦
争
の

時
に
織
機
を
供
出
に
出
し

た
の
が
一
番
悲
し
か
っ
た

と
言
い
ま
す
。
今
は
、
長
．

い
間
の
苦
労
が
実
っ
て
、

楽
隠
居
の
お
二
人
で
す
。

．
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鯉
で
最
優

　
　
水
落
長
平
・

＿ヨ秀
漉シ
ノ賞

　さ
署ん

　
「
昭
和
二
十
五
年
頃
か

ら
錦
鯉
を
は
じ
め
て
、
市

内
で
は
は
し
り
の
ほ
う
だ

っ
た
。
鯉
は
血
統
を
引
く

の
で
親
鯉
を
見
つ
け
る
の

が
大
変
だ
。
　
一
万
匹
の
中

か
ら
百
匹
ぐ
ら
い
に
ま
で

選
別
し
て
出
荷
す
る
」
と

話
す
水
落
さ
ん
。
菊
作
り

の
趣
味
を
も
ち
公
民
館
の

講
座
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
水
落
さ
ん
の
お
宅
は
養

豚
農
家
。
台
所
の
切
り
盛

り
は
お
婆
さ
ん
の
仕
事
で

毎
日
大
忙
が
し
で
す
。

五
十
年
は
夢
の
よ
う
だ

　
　
　
　
高
野
丑
太
郎
・
セ
キ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
　
田
島
）

　
「
五
十
年
な
ん
か
夢
の

よ
う
だ
。
毎
日
く
忙
が

し
い
忙
が
し
い
と
い
っ
て

い
る
う
ち
に
五
十
年
が
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。
喧
嘩
す

る
の
も
早
か
っ
た
が
、
仲
直

り
す
る
の
も
早
か
っ
た
」

と
笑
う
高
野
さ
ん
夫
妻
。

　
今
も
毎
朝
五
時
に
起
き

て
畑
に
行
き
ま
す
。
作
ら

な
い
で
い
い
と
言
う
と
せ

つ
な
が
っ
て
、
い
っ
ぱ
い

作
れ
く
と
言
う
と
嬉
ん

で
い
る
、
仕
事
好
き
な
健

康
に
恵
ま
れ
た
二
人
で
す
。

悠
々

自
適
の
毎

春
日
又
衛
門
・ 　

　
日

　
　
ト
シ
さ
ん

　
　
（
樽
　
　
　
沢
）

　
「
昔
し
の
祝
言
は
三
日

も
か
け
て
し
て
い
て
、
婿

は
座
敷
に
す
わ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
新
婚
旅
行
に

ほ
行
か
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
、
荷
負
い
を
つ
け

て
、
十
日
町
ま
で
写
真
を

と
り
に
き
た
も
ん
だ
」
と

話
す
春
日
さ
ん
夫
妻
。

　
今
は
、
　
「
お
前
ぐ
れ
気

軽
の
人
は
、
ね
え
の
し
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
悠
々

自
適
の
毎
日
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
旅
行
が

楽
し
み
で
す
。

盆
栽
が
三
百
五
十
鉢
も

　
　
　
　
山
田
五
郎
作
・
フ
サ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
　
日
　
町
）

　
「
二
十
六
年
頃
ま
で
糊

付
け
と
豆
腐
屋
を
し
て
い

た
の
だ
ど
も
、
そ
の
後
糊

付
け
が
忙
が
し
く
な
っ
て

豆
腐
屋
を
や
め
、
十
二
時
、

一
時
ま
で
働
い
て
、
近
所

か
ら
音
が
う
る
さ
く
て
眠

ら
れ
な
い
と
苦
情
が
く
る

ほ
ど
嫁
い
だ
も
の
で
す
」

と
話
す
山
田
さ
ん
夫
妻
。

今
は
、
昔
の
ボ
イ
山
を
植

林
し
、
杉
の
子
を
育
て
、

サ
ザ
ン
カ
や
サ
ツ
キ
　
ツ

バ
キ
な
ど
の
盆
栽
作
り
に

精
を
出
す
毎
日
で
す
。
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ン老｛簗は塾4塗の騰妻．！

市内の高齢者人口の推移

年度 総人口 60歳以上 うち70歳以上

実数　　　％ 実数　　　％

50 50，322 7，075　　14．1 3，004　　　6，0

51 50，465 7，221　　14．3 3，088　　　6。1

52 50，323 7，383　　14．7 3，248　　　6．5

53 50，228 7，544　　15．0 3，391　　　6．8

54 50，013 7，749　　15，5 3，555　　　7．1

55 50，001 7，880　　15．8 3，740　　　7．5

56 49，860 8，067　　16。2 3，826　　　7．7

（謝吉現在）

長寿者番付
東 西

藤田　タ　ケ隻新　　　保）99歳 横綱 関　口　富作（貝　ノ　川）98歳

市村竹三郎（伊　達　3）98歳 大関 吉沢　ト　メ（北鐙坂2）97歳

富井　シ　ゲ（土　市　1）97歳 関脇 大島　テ　イ（　原　　〉97歳

羽鳥民蔵（田中町本通）97歳 小結 富井マツジ（珠　川　3）97歳

岡　田　ツ　ガ（中条中町）97歳 前1 玉田徳治（四日町3）96歳
高橋　リ　サ（神　明　町）95歳 〃2 田村　キ　ミ（漉　　野）95歳

水落　シ　ノ（二　　　子〉95歳 〃3 樋口要蔵（高田町2）94歳
徳永吉太郎（内　　　後）94歳 〃4 飯塚常作（南　　雲）94歳
井川由太郎（下条本町）94歳 〃5 村山　イ　サ（伊達　2）94歳

小川　フ　ジ（四日町2）93歳 〃6 山　田　サ　ダ（水　　　口）93歳

樋ロ　ケ　イ噺宮　2）93歳 〃7 川　田　シ　ゲ（寿　町　1）93歳

大島サ　ダ（西　寺　町）93歳 〃8 市村　ト　ヨ（伊達　4）93歳

水落　キ　ク（　原　　〉93歳 〃9 根津　ミ　ヤ（田中町本通）92歳

宮内　ヨ　シ（北　　原）92歳 〃10 宮内　キ　ヤ（梅　　　沢）92歳

福崎キ　ノ（六箇山谷）92歳 〃11 佐藤　ト　タ（新　光　寺）92歳

保坂　ミ　ツ（姿　　　1）92歳 〃12 春川　ス　イ（四日町新田1〉92歳

小林パ　ナ（津　　　池）92歳 〃13 宮沢　ミ　キ（高田町5）92歳

平野政直（高　山　3〉92歳 〃14 宮沢ハ　ッ（幸　　町）92歳

吉沢ヤ　ス（北鐙坂3〉92歳 〃15 水落ム　メ（中条菅沼〉92歳

金子マ　ス（袋　町　東）92歳 〃16 湯沢　ゲ　ン（寿　町　4）92歳

池田　イ　ソ（学校町1）91歳 〃17 小泉義三郎（中条市之沢）91歳

水落儀作（願　　　入）91歳 〃18 関ロ　ヨ　キ（千　歳町）91歳

曽根　カ　ノ（田川町3）91歳 〃19 村山　ノ　ブ（伊　達　4〉91歳

高野后太郎（北新田1）91歳 〃20 庭野五三郎（　島　　）91歳
福原　た　ま（宮　下　西）91歳 〃21 高野　モ　ト（水　沢　1）91歳

星名　フ　ミ沖条中町）91歳 〃22 樋　口　寅松（中条上町）91歳

高野、ト　メ（馬　場　3）91歳 〃23 田　村　ト　ウ（中条下町〉91歳

佐野　カ　ツ（関口樋口町）91歳 〃24 丸山茂雄（春日町2）91歳
池田勇太郎（猿　　　倉）91歳 〃25 村山　イ　セ（伊　達　2）91歳

村山丑太郎（野　　刺91歳 ”26 近藤　タ　ヅ（本　町　3）90歳

斉藤　き　く（土　市　5）90歳 〃27 阿部　力　子（五軒新田）90歳

高橋ユ子（宮　下　東）90歳 〃28 阿部伊勢松（新座　1）90歳
小林　｝　ラ（中　条　島）90歳 〃29 菅井ツ　ユ（谷内丑2）’90歳

宮沢　ト　ラ（伊　達　1）90歳 〃30 水落初治（上新田1）90歳

上村與作（南　　雲）90歳 〃31 樋口万平（下条栄町）90歳
小川　パル（浅之　平）90歳 〃32 大渕ナ　ツ（上新田2）90歳
村山　カ　ヨ（岩　　野）90歳 〃33 春日　与作（樽　　沢）90歳

太田春之無（本町7－1）90歳 ”34 水落　ミ　ヤ（二　　　子）90歳

大島伊三郎（太　子堂）90歳 〃35 関口　ト　シ（昭和町4〉90歳

山　田　ソ　メ（二　　子）90歳 〃36 春川　ミヤ（小　　貫）90歳

野村初太郎（山本町1）90歳 〃37 数藤コ　メ（小　泉　3）90歳

津畑　ギ　ン（上　　　原）90歳 〃38 小川　ト　キ（千代田町）90歳

平野　カ　ノ（川治上町）90歳 〃39 五十嵐久松（北　　　原）90歳

高橋峰平（本町1下）90歳 〃40

　
人
口
の
高
齢
化
に
年
々
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
方
が
八
千
六
十
七
人
、
七
十
歳

以
上
の
お
と
し
よ
り
は
、
三
千
八
百
二
十
六
人
お
り
ま
す
。
五
ヵ

年
間
で
約
千
人
、
人
口
比
で
二
智
の
増
で
す
。

　
老
後
は
、
だ
れ
も
が
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
み
ん
な
の
階

段
で
す
。
敬
老
の
日
、
老
人
福
祉
週
間
に
あ
た
り
、
市
の
老
人

対
策
と
今
年
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
元
気
な
ご
夫
婦
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
老
人
福
祉
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
行
っ
て
い
る
市

の
老
人
対
策
は
、

　
　
ブ

　
　
敬
老
祝
金

　
九
月
十
五
日
現
在
で
満
八
f
歳
～

八
十
九
歳
ま
で
の
方
に
は
四
千
円
、

九
十
歳
以
上
の
方
に
は
五
千
円
の
敬

老
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
ね
た
き
り
老
人
に
見
舞
金

　
六
十
五
歳
以
上
で
、
居
宅
で
一
年

以
止
寝
た
き
り
で
、
常
時
介
護
が
必

要
な
方
に
、
年
間
三
万
六
干
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
　
老
人
家
庭
奉
仕
員
・
老
人
福
祉

　
　
相
談
員
配
置

　
老
人
だ
け
の
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の

老
人
の
世
帯
な
ど
に
、
週
二
回
位
出

向
き
、
食
事
の
世
話
、
住
居
の
掃
除
、

整
と
ん
、
身
の
ま
わ
り
の
世
話
、
生

活
必
需
品
の
買
物
な
ど
を
す
る
老
人

家
庭
奉
仕
員
が
置
か
れ
て
い
ま
す
し
、

老
人
の
日
常
生
活
の
悩
み
に
つ
い
て

相
談
、
助
言
、
健
康
保
持
な
ど
の
指

導
を
し
て
い
る
老
人
福
祉
相
談
員
も

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
日
常
生
活
用
具
貸
与

　
長
期
間
に
わ
た
っ
て
寝
た
き
り
の

人
に
、
特
殊
ベ
ッ
ト
の
貸
出
し
、
褥

瘡
予
防
器
具
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま

す
。

　
　
寝
た
き
り
老
人
寝
具
乾
燥

　
介
護
を
必
要
と
す
る
老
人
の
寝
具

の
乾
燥
、
消
毒
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
老
人
健
康
診
査

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
を
目
的
に

毎
年
一
回
行
っ
て
い
ま
す
．
今
年
は

九
月
を
予
定
し
て
お
り
、
診
査
料
は

無
料
で
す
。

　
　
老
人
医
療
費
の
支
給

　
社
会
保
険
の
本
人
を
除
く
満
七
十

歳
以
上
の
老
人
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
支
給
し
ま
す
。
　
（
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）
ま
た
、
県
単
独
老
人
医

療
費
の
助
成
と
し
て
、
社
会
保
険
の

本
人
を
除
く
ガ
十
五
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
老
人
と
寝
た
き
り
老
人
及
び
、

七
十
歳
以
上
の
所
得
制
限
を
受
け
た

人
に
適
用
さ
れ
、
自
己
負
担
分
が
全

額
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
身
寄
り
が
な
く
世
話
を
す
る
入
が

い
な
い
老
人
や
身
体
が
衰
え
て
家
庭

で
お
世
話
し
き
れ
な
い
人
達
の
お
世

話
を
す
る
の
が
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

す
。
ま
た
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
た

め
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
必
要
と

し
て
い
て
、
居
宅
で
は
、
こ
れ
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
老
人
対
策
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

．
福
祉
係
（
丘
七
－
三
一
二
番
内
線

一
二
五
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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歩
け
歩
け
飯
山
ま
で

　
　
　
　
池
田
田
作
・
マ
ス
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
　
川

左
官
屋
さ
ん
一

　
　
　
　
和
田
徳
市

　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
町
）

　
親
が
本
人
に
も
黙
っ
て

結
婚
を
決
め
た
と
い
う
池

田
さ
ん
夫
妻
。
人
の
二
倍

は
働
き
一
代
で
家
を
三
回

建
て
直
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
十
一
年
前
か
ら
冬
の
間

美
佐
島
地
区
の
郵
便
配
達

を
し
て
何
度
も
死
ぬ
目
に

あ
っ
た
と
か
。
今
年
の
夏

に
は
、
飯
山
ま
で
六
十
キ
・

を
歩
き
通
し
、
そ
の
健
脚

は
健
在
で
す
。
今
の
楽
し

み
は
旅
行
と
老
人
講
座
で

俳
句
を
つ
く
る
こ
と
。
ま

だ
ま
だ
元
気
で
す
。

筋
に

・
ミ
ノ
さ
ん

　
　
（
北
　
新
　
田
）

　
　
「
五
月
の
忙
し
い
時
に

祝
言
を
し
、
当
時
は
、
新

婚
旅
行
も
写
真
も
撮
ら
な

か
っ
た
」
と
笑
う
和
田
さ

ん
夫
妻
。
十
三
歳
の
時
か

ら
、
左
官
の
手
伝
を
し
、

最
近
辞
め
る
ま
で
左
官
屋

さ
ん
一
筋
だ
っ
た
徳
市
さ

ん
。
ミ
ノ
さ
ん
は
機
織
り

で
生
活
を
支
え
、
戦
争
の

時
に
織
機
を
供
出
に
出
し

た
の
が
一
番
悲
し
か
っ
た

と
言
い
ま
す
。
今
は
、
長
．

い
間
の
苦
労
が
実
っ
て
、

楽
隠
居
の
お
二
人
で
す
。

．
ギ海

ヤ金婚式を迎えて～
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錦

鯉
で
最
優

　
　
水
落
長
平
・

＿ヨ秀
漉シ
ノ賞

　さ
署ん

　
「
昭
和
二
十
五
年
頃
か

ら
錦
鯉
を
は
じ
め
て
、
市

内
で
は
は
し
り
の
ほ
う
だ

っ
た
。
鯉
は
血
統
を
引
く

の
で
親
鯉
を
見
つ
け
る
の

が
大
変
だ
。
　
一
万
匹
の
中

か
ら
百
匹
ぐ
ら
い
に
ま
で

選
別
し
て
出
荷
す
る
」
と

話
す
水
落
さ
ん
。
菊
作
り

の
趣
味
を
も
ち
公
民
館
の

講
座
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
水
落
さ
ん
の
お
宅
は
養

豚
農
家
。
台
所
の
切
り
盛

り
は
お
婆
さ
ん
の
仕
事
で

毎
日
大
忙
が
し
で
す
。

五
十
年
は
夢
の
よ
う
だ

　
　
　
　
高
野
丑
太
郎
・
セ
キ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
　
田
島
）

　
「
五
十
年
な
ん
か
夢
の

よ
う
だ
。
毎
日
く
忙
が

し
い
忙
が
し
い
と
い
っ
て

い
る
う
ち
に
五
十
年
が
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。
喧
嘩
す

る
の
も
早
か
っ
た
が
、
仲
直

り
す
る
の
も
早
か
っ
た
」

と
笑
う
高
野
さ
ん
夫
妻
。

　
今
も
毎
朝
五
時
に
起
き

て
畑
に
行
き
ま
す
。
作
ら

な
い
で
い
い
と
言
う
と
せ

つ
な
が
っ
て
、
い
っ
ぱ
い

作
れ
く
と
言
う
と
嬉
ん

で
い
る
、
仕
事
好
き
な
健

康
に
恵
ま
れ
た
二
人
で
す
。

悠
々

自
適
の
毎

春
日
又
衛
門
・ 　

　
日

　
　
ト
シ
さ
ん

　
　
（
樽
　
　
　
沢
）

　
「
昔
し
の
祝
言
は
三
日

も
か
け
て
し
て
い
て
、
婿

は
座
敷
に
す
わ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
新
婚
旅
行
に

ほ
行
か
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
、
荷
負
い
を
つ
け

て
、
十
日
町
ま
で
写
真
を

と
り
に
き
た
も
ん
だ
」
と

話
す
春
日
さ
ん
夫
妻
。

　
今
は
、
　
「
お
前
ぐ
れ
気

軽
の
人
は
、
ね
え
の
し
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
悠
々

自
適
の
毎
日
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
旅
行
が

楽
し
み
で
す
。

盆
栽
が
三
百
五
十
鉢
も

　
　
　
　
山
田
五
郎
作
・
フ
サ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
　
日
　
町
）

　
「
二
十
六
年
頃
ま
で
糊

付
け
と
豆
腐
屋
を
し
て
い

た
の
だ
ど
も
、
そ
の
後
糊

付
け
が
忙
が
し
く
な
っ
て

豆
腐
屋
を
や
め
、
十
二
時
、

一
時
ま
で
働
い
て
、
近
所

か
ら
音
が
う
る
さ
く
て
眠

ら
れ
な
い
と
苦
情
が
く
る

ほ
ど
嫁
い
だ
も
の
で
す
」

と
話
す
山
田
さ
ん
夫
妻
。

今
は
、
昔
の
ボ
イ
山
を
植

林
し
、
杉
の
子
を
育
て
、

サ
ザ
ン
カ
や
サ
ツ
キ
　
ツ

バ
キ
な
ど
の
盆
栽
作
り
に

精
を
出
す
毎
日
で
す
。
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58年供用開始をめざして

下水道事興進む
市の下水道事業は58年度に一部供用開始をめざして着々と工事が進んでお

本年度末の整備率は70％になる見込みです。

下
水
道
排
水
設
備
業
者
の
指
定

　
　
　
　
　
　
　
－
申
請
期
問
九
月
三
十
日
ま
で

　
五
モ
八
年
度
一
部
供
用
開
始
に
と
　
　
て
く
だ
さ
い
。

も
な
い
、
各
家
庭
や
事
業
所
、
工
場
　
　
一
、
住
民
票
抄
本
（
法
人
…

な
ど
か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
管
に
接
　
　
謄
本
及
び
定
款
の
写
）

し
た
工
事
業
者
で
な
い
と
施
行
で
き
　
　
三
、
従
業
員
名
簿

ま
せ
ん
。
こ
の
工
事
業
者
は
次
の
要
　
　
四
、
誓
約
書

件
を
備
え
た
者
の
う
ち
か
ら
指
定
さ
　
五
、

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
、

一
、
市
内
に
営
業
に
適
す
る
店
舗
を
　
　
七
ー
三
二

有
し
て
い
て
、
か
つ
、
相
当
信
用
の

あ
る
者

二
、
市
長
が
、
下
水
道
工
事
の
技
術

的
知
識
及
び
実
務
を
有
す
る
と
認
め

た
者

三
、
専
属
の
責
任
技
術
者
一
名
及
び
　
　
　
　
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

主
任
配
管
工
が
二
名
以
上
い
る
こ
と
。
　
テ
ー
マ

　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
　
理
運
営
に
関
す
る
も
の
。

指
定
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
　
　
応
募
資
格
　
小
・

を
添
付
し
、
登
録
手
数
料
三
千
円
を
　
　
大
き
さ

添
え
て
九
月
三
十
日
ま
で
に
申
請
し
　
　
ス
タ
ー
に
は
、

続
す
る
た
め
の
工
事
は
、
市
の
指
定
　
　
二
、
履
歴
書
及
び
工
事
経
歴
書

昭和56年9月10日

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資

　
　
　
　
　
　
　
ア
翼
緩
i
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　
市
の
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
五
卜

八
年
度
一
部
供
用
開
始
を
目
途
に
、

着
々
と
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
多
額

の
費
用
を
投
じ
て
下
水
道
施
設
が
で

き
、
管
渠
が
百
新
布
設
さ
れ
た
だ
け

で
は
、
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
水
洗
化
が
図
ら
れ

て
は
じ
め
て
下
水
道
整
備
の
効
果
が

表
わ
れ
ま
す
。

登
記
簿

そ
の
他
必
要
と
す
る
書
類

　
　
　
下
水
道
課
管
理
係
（
台

　
　
　
一
番
内
線
二
五
七
）
へ

標
語
・
図
画
・
作
文

　
　
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
　
　
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー

下
水
道
の
建
設
促
進
、
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
生
に
限
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
4
～
A
2
判
以
内
。
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
九
月
十
日
全
国
下
水

。
9
●
◆
◆
・
き
き
§
き
多
＼
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
に
水
洗
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
造
工
事
資
金
の
融
資
制
度
を
設
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
準
備
中
で
す
か
、
そ
の
参
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
と
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　
公
共
下
水
道
が
実
施
さ
れ
る
と
処
　
　
査
を
実
施
し
ま
す
。

理
区
域
内
の
各
家
庭
は
、
相
当
の
理
　
　
調
査
対
象
世
帯
　
第
一
期
計
画
区
域

由
の
な
い
限
り
、
三
年
以
内
に
水
洗
　
　
の
全
世
帯
（
川
治
川
か
ら
田
川
、
飯

便
所
に
改
造
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
　
　
山
線
に
囲
ま
れ
た
東
側
の
区
域
）

ら
れ
て
い
ま
す
。
改
造
に
要
す
る
費
　
　
調
査
期
問
　
九
月
十
四
日
～
二
十
六

用
は
各
家
庭
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
　
　
日
。

が
、
標
準
的
ヶ
ー
ス
で
約
四
十
万
円
　
　
用
紙
の
配
布
と
回
収
　
市
政
事
務
嘱

　
（
五
十
六
年
八
月
現
在
）
位
が
必
要
　
　
託
員
を
通
じ
て
配
布
、
回
収
を
お
願

と
な
り
ま
す
。
市
に
お
い
て
も
積
極
　
　
い
し
ま
す
。

道
促
進
デ
ー
」
の
文
字
を
入
れ
る
。

賞
小
・
中
学
生
と
も
特
選
一
点
、

入
選
三
点
。

　
　
標
語
の
部

テ
ー
マ
　
下
水
道
の
促
進
に
関
す
る

も
の
。

応
募
資
格
及
び
方
法
　
資
格
制
限
は

な
く
、
葉
書
一
枚
に
二
編
以
内
。

賞
　
特
選
一
点
、
準
特
選
一
点
、
入

選
三
点
。

　
　
作
文
の
部

テ
ー
マ
　
下
水
道
の
促
進
に
関
す
る

も
の
。

応
募
資
格
　
小
・
中
学
生
。

小
学
生
…
千
～
千
六
百
字

中
学
生
…
千
六
百
～
二
千
字

賞
小
・
中
学
生
と
も
特
選
一
点
、

入
選
三
点
。

締
切
り
　
ト
月
二
十
日
（
消
印
有
効
）

送
り
先
　
千
代
田
区
九
段
南
四
－
八

－
九
、
日
本
水
道
新
聞
社
出
版
企
画

部
、
下
水
道
促
進
デ
ー
懸
賞
募
集
係

発
表
　
十
一
月
中
旬

　
詳
細
は
下
水
道
課
管
理
係
へ
。

受
益
者
負
担
金

第
二
期
納
期
は

　
九
月
三
十
日
で
す

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
第

一
期
分
（
六
月
末
納
期
）
に
つ
い
て

は
、
七
月
末
現
在
で
九
十
三
新
と
多

数
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
第
二
期
分
の
納
期
は
、
九
月
十
六

日
か
ら
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
第
一
期
分
同
様
納
付
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

礁羅
地

下

地
下
水
利
用
の
歴
史

　
地
下
水
は
古
来
か
ら
、
人
間
生
活
、

に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
て
来
た
貴
重

な
水
資
源
で
す
。

　
山
あ
い
の
岩
石
の
間
か
ら
、
身
も

心
も
洗
う
如
く
流
れ
出
る
水
晶
の
よ

う
な
水
、
果
て
し
な
く
つ
づ
く
砂
地

獄
の
中
の
小
さ
な
緑
と
泉
の
あ
る
オ

ア
シ
ス
の
風
景
は
、
想
像
す
る
だ
け

で
夢
や
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　
最
初
は
湧
水
を
、
そ
の
後
は
井
戸

水
と
し
て
、
現
在
で
は
地
下
水
ダ
ム

が
作
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
判
用
と
技

術
は
進
歩
し
て
来
ま
し
た
。

　
井
戸
の
歴
史
も
古
く
、
我
国
で
は
、

弥
生
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
乱
世
、

戦
国
の
時
代
で
は
、
山
頂
の
孤
城
に

水
を
求
め
て
、
色
々
と
苦
心
や
工
夫

が
さ
れ
て
お
り
、
外
国
で
は
紀
元
前
、

エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
工
事
の
為
に
堀
ら
れ
た
ジ
ョ
セ

フ
の
井
戸
は
有
名
で
す
。
十
日
町
で

も
、
昭
和
三
十
二
年
、
上
水
道
の
｝

部
給
水
開
始
ま
で
は
、
各
家
庭
の
自

家
用
井
戸
が
生
活
用
水
の
唯
一
の
水

数

、、1
曽

5

ズ
一
6

リ
ぬ

シ

水
’
ω

源
で
あ
り
、
水
遵
普
及
率
が
九
十
賢

を
越
え
る
現
在
で
す
が
、
や
は
り
、

そ
の
水
源
は
総
て
地
下
水
に
穣
存
さ

れ
て
戯
り
、
そ
の
他
、
工
業
用
水
黙

消
雪
用
水
等
に
広
く
利
用
さ
れ
、
「
地

下
水
は
私
達
に
と
っ
て
、
今
も
昔
も

無
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
存
在
塾

す
。
万
一
、
枯
渇
と
ゆ
う
よ
う
な
現

象
が
起
っ
た
場
舎
、
水
利
用
と
い
う

一
面
か
ら
だ
け
見
て
も
、
そ
の
結
果

の
重
大
で
あ
る
事
は
、
言
葉
を
要
し

ま
せ
ん
。

地
下
水
は
鈍
行

　
降
水
は
地
表
の
湿
り
と
な
り
、
土

壌
が
水
で
飽
和
さ
れ
る
と
、
重
力
に

よ
り
土
壌
の
粒
子
の
間
を
下
～
進
み

地
下
水
と
な
り
地
殼
の
中
に
貯
え
ら

れ
、
循
環
し
て
い
ま
す
。
地
表
水
の

流
れ
と
重
大
な
違
い
は
動
き
が
非
常

に
遅
く
、
そ
れ
の
何
万
分
の
一
、
何

十
万
分
の
一
、
あ
る
い
は
も
っ
と
ゆ

っ
く
り
と
動
い
て
お
り
、
地
下
水
が

漉
養
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
数
カ
月
か

ら
数
年
、
数
百
年
も
か
か
り
、
深
度

が
増
す
ご
と
に
、
酒
養
に
要
す
る
時

間
も
大
き
く
な
り
、
砂
漠
の
深
層
地

下
水
に
は
今
か
ら
数
万
年
も
前
に
酒

養
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
等
深
層
の
地
下
水
は
石

油
と
同
様
に
更
新
性
の
な
い
資
源
と

い
え
ま
す
。

／
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地
域
集
会
施
設
助
成
制
度

　
　
　
　
来
年
度
申
請
分
を
受
付
中
〃

　
地
域
集
会
施
設
助
成
制
度
は
、
地

域
の
集
会
施
設
の
建
設
費
に
市
が
単

独
で
助
成
（
補
助
・
融
資
）
を
し
て
、

地
域
住
民
の
融
和
と
連
帯
意
識
の
高

揚
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
で
、
昭
和
五
十
五
年
度

に
は
南
鐙
坂
、
野
中
、
中
条
下
町
、

昭
和
五
十
六
年
度
に
は
中
条
八
幡
、

四
日
町
新
田
に
集
会
所
が
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
つ
ぎ
の
要
項
で
来
年
度

の
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
限
　
昭
和
五
十
六
年
卜
月

三
ト
一
日
ω

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
総
務

課
企
画
広
報
係
（
含
七
⊥
三
二

今年度建誰された中条八幡集会所㊤
四日町新田十二社集会所㊦

番
内
線
二
三
六
）
へ
Q

●
補
助
金
交
付
の
対
象
と
交
付
額

◎
交
付
対
象
事
業
　
集
会
施
設
の
新

築
、
新
築
に
準
ず
る
改
築
、
購
入

◎
交
付
額
の
基
準

　
①
補
助
率
は
、
補
助
事
業
費
の
百

　
分
の
三
十
五

　
②
補
助
事
業
費
の
最
高
限
度
額

　
っ
四
十
戸
未
満
　
一
千
万
円

　
切
四
十
戸
以
上
百
戸
未
満
　
干
二

　
百
万
円

　
＠
百
戸
以
上
　
干
三
百
万
円

　
③
補
助
対
象
建
築
単
価
　
一
平
方

　
層
当
た
り
八
万
円
以
内

　
④
補
助
事
業
費
と
は

　
↑
o
建
築
本
工
事
費

　
＠
建
築
本
工
事
の
付
帯
工
事
費

　
　
（
電
気
、
給
排
水
、
衛
生
、
防

　
　
火
な
ど
の
各
設
備
工
事
）

　
＠
購
入
す
る
場
合
は
購
入
代
金

★
以
上
の
補
助
金
制
度
の
ほ
か
に
、

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
土
地
改
良
事
業
等

　
　
　
　
　
　
　
の
申
請
を

　
市
農
林
課
耕
地
林
務
係
（
台
七
ー

三
一
一
一
番
内
線
二
六
五
）
で
は
、

来
年
度
の
市
単
土
地
改
良
事
業
・
市

単
土
地
基
盤
整
備
事
業
・
畑
作
振
興

計
画
の
土
地
基
盤
整
備
事
業
・
水
田

畑
地
化
排
水
事
業
に
つ
い
て
、
農
事

連
絡
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
書

提
出
の
案
内
を
し
ま
し
た
。

　
提
出
基
限
は
九
月
三
十
日
㈱
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
期
限

を
厳
守
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
県
単
・
団

体
営
の
採
択
と
重
複
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

とおガ詐3

広域農道測量にご協力を
広域農道の1則量か始まりました。皆さんの

L地に測量のために・乞ち入らせてもらいます

のでよろしくご協力をお願いします、各区間

の測量業者はつぎのとおりです、，

◎田麦～一般県道水沢石打停量彗〔場線

　大原測量設計事務所
◎一般県道1k沢石打停・1〔場線～国道353号線

　小林設計事務所

道路台帳附図測量も
　筆・日町L木事務所では、道路台帳附図測量

として、一般匡1道253号の樽1尺～八箇地内（高

山～山本間を除く）の測量を実施します．期

間は10月31日までで、測量業者はつぎのとお

りとな一クていますので、境界立合いについて

ご協力をお願いします。（地権者には別途連絡）

①樽沢～浅ヶ原　桑原測量
②山本～浅之・F　宮内沮11量1

③浅之・｝一長里　憤｛町測1奪ll

④長畢～八箇　　桑原測量

　
昨
年
几
月
に
中
小
企
業
等
協
同
組

合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
及
び
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た

組
合
に
つ
い
て
休
眠
組
合
の
一
括
整

瑠
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
る
組
合
は
、
昭
和
四
十

六
年
十
月
一
日
以
前
に
成
立
し
た
組

合
で
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
か

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
十
年
間
に
一
度
も

登
記
を
し
て
い
な
い
組
合
で
す
。
こ

の
条
件
に
該
当
す
る
組
合
は
、
昭
和

五
十
六
年
十
月
一
日
を
持
っ
て
解
散

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
登
記
簿
か

ら
抹
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
組
合
は
、
成
立
時
に
お
い
て
必
要

事
項
を
登
記
し
、
そ
の
後
そ
の
登
記

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

一
定
の
期
間
内
に
変
更
の
登
記
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
代
表
理
事
に
つ
い
て
同
じ
人

が
再
選
さ
れ
た
場
合
で
も
変
更
の
登

記
か
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
組
合
に
と
っ
て
ト

年
間
に
一
度
も
変
更
登
記
の
機
会
が

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
少

な
く
て
も
三
年
間
に
一
度
は
必
ず
変

更
登
記
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
組
合
が
、
も
し
変
更
登

記
を
忘
れ
て
い
た
ら
、
一
日
も
早
く

変
更
登
記
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

鑓
養
話
る
黒
劇

　
　
　
“
十
四
組
八
十
五
人
が
参
加
し
て
ー

㎝

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に

夜
間
警
備
員
を

　
〈
北
鐙
坂
〉
栗
林
登
さ
ん

　
セ
ン
タ
ー
が
出
来
て
一
年
過
ぎ
、

夜
間
の
利
用
者
も
約
百
件
二
千
人
を

超
え
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。
し
か

し
、
夜
間
は
無
人
に
な
る
の
で
、
電

話
の
取
り
つ
ぎ
が
で
き
な
か
っ
た
り

冬
季
間
は
館
内
の
暖
房
を
し
て
お
け

な
い
な
ど
利
用
し
に
く
い
。
是
非
、

夜
間
の
警
備
員
を
配
置
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

1
今
ま
で
の
利
用
状
況
な
ど
を
み

て
夜
間
は
無
人
に
し
て
い
た
。
セ
ン

タ
ー
が
で
き
て
利
用
が
伸
び
て
い
ま

す
し
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
夜
間
が

多
く
な
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
同
じ

要
望
が
六
箇
地
区
か
ら
も
出
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
検
討
し
ま
す
が
、
職
員

増
に
つ
な
が
る
も
の
は
、
年
度
途
中

か
ら
は
む
ず
か
し
い
の
で
、
実
施
す

る
の
は
来
年
度
か
ら
に
な
り
ま
す
。

保
育
所
を
通
年
に
し
て

　
　
〈
鉢
〉
尾
身
カ
ノ
さ
ん
ほ
か

　
今
ま
で
地
区
の
は
ず
れ
に
あ
っ
た

保
育
所
を
、
今
年
、
地
区
の
中
央
に

新
築
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
地
区

の
中
央
な
ら
ば
、
冬
季
間
も
子
ど
も

達
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

保
育
期
間
を
今
ま
で
の
九
カ
月
か
ら

一
年
間
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
　
今
年
度
は
九
ヵ
月
保
育
を
す
る

こ
と
で
県
に
申
請
し
認
可
を
と
っ
て

あ
る
の
で
、
今
年
の
冬
か
ら
す
ぐ
に

実
施
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
来
年

度
に
は
通
年
保
育
が
で
き
る
よ
う
に

県
に
申
請
を
し
た
い
。
と
り
あ
え
ず

今
冬
は
、
雪
の
状
況
を
見
な
が
ら
一

日
保
育
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
冬

季
間
中
通
園
で
き
る
か
ど
う
か
を
た

し
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

悪
臭
公
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す

　
〈
稲
葉
〉
相
崎
キ
ミ
さ
ん
ほ
か

　
近
く
に
豚
舎
が
あ
る
の
で
悪
臭
公

害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
夕

食
時
に
ひ
ど
い
の
で
す
が
。

1
豚
舎
が
あ
る
の
が
川
西
町
の
区

域
内
で
す
か
ら
、
一
度
川
西
町
に
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
川
西
町
と
は

こ
ち
ら
か
ら
も
連
絡
を
と
り
ま
す
し

一
度
職
員
を
調
査
に
伺
わ
せ
ま
す
．



、
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（6）とおガ」｝3’

58年供用開始をめざして

下水道事興進む
市の下水道事業は58年度に一部供用開始をめざして着々と工事が進んでお

本年度末の整備率は70％になる見込みです。

下
水
道
排
水
設
備
業
者
の
指
定

　
　
　
　
　
　
　
－
申
請
期
問
九
月
三
十
日
ま
で

　
五
モ
八
年
度
一
部
供
用
開
始
に
と
　
　
て
く
だ
さ
い
。

も
な
い
、
各
家
庭
や
事
業
所
、
工
場
　
　
一
、
住
民
票
抄
本
（
法
人
…

な
ど
か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
管
に
接
　
　
謄
本
及
び
定
款
の
写
）

し
た
工
事
業
者
で
な
い
と
施
行
で
き
　
　
三
、
従
業
員
名
簿

ま
せ
ん
。
こ
の
工
事
業
者
は
次
の
要
　
　
四
、
誓
約
書

件
を
備
え
た
者
の
う
ち
か
ら
指
定
さ
　
五
、

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
、

一
、
市
内
に
営
業
に
適
す
る
店
舗
を
　
　
七
ー
三
二

有
し
て
い
て
、
か
つ
、
相
当
信
用
の

あ
る
者

二
、
市
長
が
、
下
水
道
工
事
の
技
術

的
知
識
及
び
実
務
を
有
す
る
と
認
め

た
者

三
、
専
属
の
責
任
技
術
者
一
名
及
び
　
　
　
　
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

主
任
配
管
工
が
二
名
以
上
い
る
こ
と
。
　
テ
ー
マ

　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
　
理
運
営
に
関
す
る
も
の
。

指
定
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
　
　
応
募
資
格
　
小
・

を
添
付
し
、
登
録
手
数
料
三
千
円
を
　
　
大
き
さ

添
え
て
九
月
三
十
日
ま
で
に
申
請
し
　
　
ス
タ
ー
に
は
、

続
す
る
た
め
の
工
事
は
、
市
の
指
定
　
　
二
、
履
歴
書
及
び
工
事
経
歴
書

昭和56年9月10日

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資

　
　
　
　
　
　
　
ア
翼
緩
i
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　
市
の
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
五
卜

八
年
度
一
部
供
用
開
始
を
目
途
に
、

着
々
と
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
多
額

の
費
用
を
投
じ
て
下
水
道
施
設
が
で

き
、
管
渠
が
百
新
布
設
さ
れ
た
だ
け

で
は
、
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
水
洗
化
が
図
ら
れ

て
は
じ
め
て
下
水
道
整
備
の
効
果
が

表
わ
れ
ま
す
。

登
記
簿

そ
の
他
必
要
と
す
る
書
類

　
　
　
下
水
道
課
管
理
係
（
台

　
　
　
一
番
内
線
二
五
七
）
へ

標
語
・
図
画
・
作
文

　
　
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
　
　
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー

下
水
道
の
建
設
促
進
、
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
生
に
限
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
4
～
A
2
判
以
内
。
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
九
月
十
日
全
国
下
水

。
9
●
◆
◆
・
き
き
§
き
多
＼
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
に
水
洗
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
造
工
事
資
金
の
融
資
制
度
を
設
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
準
備
中
で
す
か
、
そ
の
参
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
と
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　
公
共
下
水
道
が
実
施
さ
れ
る
と
処
　
　
査
を
実
施
し
ま
す
。

理
区
域
内
の
各
家
庭
は
、
相
当
の
理
　
　
調
査
対
象
世
帯
　
第
一
期
計
画
区
域

由
の
な
い
限
り
、
三
年
以
内
に
水
洗
　
　
の
全
世
帯
（
川
治
川
か
ら
田
川
、
飯

便
所
に
改
造
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
　
　
山
線
に
囲
ま
れ
た
東
側
の
区
域
）

ら
れ
て
い
ま
す
。
改
造
に
要
す
る
費
　
　
調
査
期
問
　
九
月
十
四
日
～
二
十
六

用
は
各
家
庭
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
　
　
日
。

が
、
標
準
的
ヶ
ー
ス
で
約
四
十
万
円
　
　
用
紙
の
配
布
と
回
収
　
市
政
事
務
嘱

　
（
五
十
六
年
八
月
現
在
）
位
が
必
要
　
　
託
員
を
通
じ
て
配
布
、
回
収
を
お
願

と
な
り
ま
す
。
市
に
お
い
て
も
積
極
　
　
い
し
ま
す
。

道
促
進
デ
ー
」
の
文
字
を
入
れ
る
。

賞
小
・
中
学
生
と
も
特
選
一
点
、

入
選
三
点
。

　
　
標
語
の
部

テ
ー
マ
　
下
水
道
の
促
進
に
関
す
る

も
の
。

応
募
資
格
及
び
方
法
　
資
格
制
限
は

な
く
、
葉
書
一
枚
に
二
編
以
内
。

賞
　
特
選
一
点
、
準
特
選
一
点
、
入

選
三
点
。

　
　
作
文
の
部

テ
ー
マ
　
下
水
道
の
促
進
に
関
す
る

も
の
。

応
募
資
格
　
小
・
中
学
生
。

小
学
生
…
千
～
千
六
百
字

中
学
生
…
千
六
百
～
二
千
字

賞
小
・
中
学
生
と
も
特
選
一
点
、

入
選
三
点
。

締
切
り
　
ト
月
二
十
日
（
消
印
有
効
）

送
り
先
　
千
代
田
区
九
段
南
四
－
八

－
九
、
日
本
水
道
新
聞
社
出
版
企
画

部
、
下
水
道
促
進
デ
ー
懸
賞
募
集
係

発
表
　
十
一
月
中
旬

　
詳
細
は
下
水
道
課
管
理
係
へ
。

受
益
者
負
担
金

第
二
期
納
期
は

　
九
月
三
十
日
で
す

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
第

一
期
分
（
六
月
末
納
期
）
に
つ
い
て

は
、
七
月
末
現
在
で
九
十
三
新
と
多

数
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
第
二
期
分
の
納
期
は
、
九
月
十
六

日
か
ら
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
第
一
期
分
同
様
納
付
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

礁羅
地

下

地
下
水
利
用
の
歴
史

　
地
下
水
は
古
来
か
ら
、
人
間
生
活
、

に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
て
来
た
貴
重

な
水
資
源
で
す
。

　
山
あ
い
の
岩
石
の
間
か
ら
、
身
も

心
も
洗
う
如
く
流
れ
出
る
水
晶
の
よ

う
な
水
、
果
て
し
な
く
つ
づ
く
砂
地

獄
の
中
の
小
さ
な
緑
と
泉
の
あ
る
オ

ア
シ
ス
の
風
景
は
、
想
像
す
る
だ
け

で
夢
や
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　
最
初
は
湧
水
を
、
そ
の
後
は
井
戸

水
と
し
て
、
現
在
で
は
地
下
水
ダ
ム

が
作
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
判
用
と
技

術
は
進
歩
し
て
来
ま
し
た
。

　
井
戸
の
歴
史
も
古
く
、
我
国
で
は
、

弥
生
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
乱
世
、

戦
国
の
時
代
で
は
、
山
頂
の
孤
城
に

水
を
求
め
て
、
色
々
と
苦
心
や
工
夫

が
さ
れ
て
お
り
、
外
国
で
は
紀
元
前
、

エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
工
事
の
為
に
堀
ら
れ
た
ジ
ョ
セ

フ
の
井
戸
は
有
名
で
す
。
十
日
町
で

も
、
昭
和
三
十
二
年
、
上
水
道
の
｝

部
給
水
開
始
ま
で
は
、
各
家
庭
の
自

家
用
井
戸
が
生
活
用
水
の
唯
一
の
水

数

、、1
曽

5

ズ
一
6

リ
ぬ

シ

水
’
ω

源
で
あ
り
、
水
遵
普
及
率
が
九
十
賢

を
越
え
る
現
在
で
す
が
、
や
は
り
、

そ
の
水
源
は
総
て
地
下
水
に
穣
存
さ

れ
て
戯
り
、
そ
の
他
、
工
業
用
水
黙

消
雪
用
水
等
に
広
く
利
用
さ
れ
、
「
地

下
水
は
私
達
に
と
っ
て
、
今
も
昔
も

無
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
存
在
塾

す
。
万
一
、
枯
渇
と
ゆ
う
よ
う
な
現

象
が
起
っ
た
場
舎
、
水
利
用
と
い
う

一
面
か
ら
だ
け
見
て
も
、
そ
の
結
果

の
重
大
で
あ
る
事
は
、
言
葉
を
要
し

ま
せ
ん
。

地
下
水
は
鈍
行

　
降
水
は
地
表
の
湿
り
と
な
り
、
土

壌
が
水
で
飽
和
さ
れ
る
と
、
重
力
に

よ
り
土
壌
の
粒
子
の
間
を
下
～
進
み

地
下
水
と
な
り
地
殼
の
中
に
貯
え
ら

れ
、
循
環
し
て
い
ま
す
。
地
表
水
の

流
れ
と
重
大
な
違
い
は
動
き
が
非
常

に
遅
く
、
そ
れ
の
何
万
分
の
一
、
何

十
万
分
の
一
、
あ
る
い
は
も
っ
と
ゆ

っ
く
り
と
動
い
て
お
り
、
地
下
水
が

漉
養
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
数
カ
月
か

ら
数
年
、
数
百
年
も
か
か
り
、
深
度

が
増
す
ご
と
に
、
酒
養
に
要
す
る
時

間
も
大
き
く
な
り
、
砂
漠
の
深
層
地

下
水
に
は
今
か
ら
数
万
年
も
前
に
酒

養
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
等
深
層
の
地
下
水
は
石

油
と
同
様
に
更
新
性
の
な
い
資
源
と

い
え
ま
す
。

／
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地
域
集
会
施
設
助
成
制
度

　
　
　
　
来
年
度
申
請
分
を
受
付
中
〃

　
地
域
集
会
施
設
助
成
制
度
は
、
地

域
の
集
会
施
設
の
建
設
費
に
市
が
単

独
で
助
成
（
補
助
・
融
資
）
を
し
て
、

地
域
住
民
の
融
和
と
連
帯
意
識
の
高

揚
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
で
、
昭
和
五
十
五
年
度

に
は
南
鐙
坂
、
野
中
、
中
条
下
町
、

昭
和
五
十
六
年
度
に
は
中
条
八
幡
、

四
日
町
新
田
に
集
会
所
が
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
つ
ぎ
の
要
項
で
来
年
度

の
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
限
　
昭
和
五
十
六
年
卜
月

三
ト
一
日
ω

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
総
務

課
企
画
広
報
係
（
含
七
⊥
三
二

今年度建誰された中条八幡集会所㊤
四日町新田十二社集会所㊦

番
内
線
二
三
六
）
へ
Q

●
補
助
金
交
付
の
対
象
と
交
付
額

◎
交
付
対
象
事
業
　
集
会
施
設
の
新

築
、
新
築
に
準
ず
る
改
築
、
購
入

◎
交
付
額
の
基
準

　
①
補
助
率
は
、
補
助
事
業
費
の
百

　
分
の
三
十
五

　
②
補
助
事
業
費
の
最
高
限
度
額

　
っ
四
十
戸
未
満
　
一
千
万
円

　
切
四
十
戸
以
上
百
戸
未
満
　
干
二

　
百
万
円

　
＠
百
戸
以
上
　
干
三
百
万
円

　
③
補
助
対
象
建
築
単
価
　
一
平
方

　
層
当
た
り
八
万
円
以
内

　
④
補
助
事
業
費
と
は

　
↑
o
建
築
本
工
事
費

　
＠
建
築
本
工
事
の
付
帯
工
事
費

　
　
（
電
気
、
給
排
水
、
衛
生
、
防

　
　
火
な
ど
の
各
設
備
工
事
）

　
＠
購
入
す
る
場
合
は
購
入
代
金

★
以
上
の
補
助
金
制
度
の
ほ
か
に
、

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
土
地
改
良
事
業
等

　
　
　
　
　
　
　
の
申
請
を

　
市
農
林
課
耕
地
林
務
係
（
台
七
ー

三
一
一
一
番
内
線
二
六
五
）
で
は
、

来
年
度
の
市
単
土
地
改
良
事
業
・
市

単
土
地
基
盤
整
備
事
業
・
畑
作
振
興

計
画
の
土
地
基
盤
整
備
事
業
・
水
田

畑
地
化
排
水
事
業
に
つ
い
て
、
農
事

連
絡
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
書

提
出
の
案
内
を
し
ま
し
た
。

　
提
出
基
限
は
九
月
三
十
日
㈱
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
期
限

を
厳
守
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
県
単
・
団

体
営
の
採
択
と
重
複
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

とおガ詐3

広域農道測量にご協力を
広域農道の1則量か始まりました。皆さんの

L地に測量のために・乞ち入らせてもらいます

のでよろしくご協力をお願いします、各区間

の測量業者はつぎのとおりです、，

◎田麦～一般県道水沢石打停量彗〔場線

　大原測量設計事務所
◎一般県道1k沢石打停・1〔場線～国道353号線

　小林設計事務所

道路台帳附図測量も
　筆・日町L木事務所では、道路台帳附図測量

として、一般匡1道253号の樽1尺～八箇地内（高

山～山本間を除く）の測量を実施します．期

間は10月31日までで、測量業者はつぎのとお

りとな一クていますので、境界立合いについて

ご協力をお願いします。（地権者には別途連絡）

①樽沢～浅ヶ原　桑原測量
②山本～浅之・F　宮内沮11量1

③浅之・｝一長里　憤｛町測1奪ll

④長畢～八箇　　桑原測量

　
昨
年
几
月
に
中
小
企
業
等
協
同
組

合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
及
び
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た

組
合
に
つ
い
て
休
眠
組
合
の
一
括
整

瑠
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
る
組
合
は
、
昭
和
四
十

六
年
十
月
一
日
以
前
に
成
立
し
た
組

合
で
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
か

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
十
年
間
に
一
度
も

登
記
を
し
て
い
な
い
組
合
で
す
。
こ

の
条
件
に
該
当
す
る
組
合
は
、
昭
和

五
十
六
年
十
月
一
日
を
持
っ
て
解
散

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
登
記
簿
か

ら
抹
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
組
合
は
、
成
立
時
に
お
い
て
必
要

事
項
を
登
記
し
、
そ
の
後
そ
の
登
記

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

一
定
の
期
間
内
に
変
更
の
登
記
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
代
表
理
事
に
つ
い
て
同
じ
人

が
再
選
さ
れ
た
場
合
で
も
変
更
の
登

記
か
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
組
合
に
と
っ
て
ト

年
間
に
一
度
も
変
更
登
記
の
機
会
が

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
少

な
く
て
も
三
年
間
に
一
度
は
必
ず
変

更
登
記
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
組
合
が
、
も
し
変
更
登

記
を
忘
れ
て
い
た
ら
、
一
日
も
早
く

変
更
登
記
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

鑓
養
話
る
黒
劇

　
　
　
“
十
四
組
八
十
五
人
が
参
加
し
て
ー

㎝

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に

夜
間
警
備
員
を

　
〈
北
鐙
坂
〉
栗
林
登
さ
ん

　
セ
ン
タ
ー
が
出
来
て
一
年
過
ぎ
、

夜
間
の
利
用
者
も
約
百
件
二
千
人
を

超
え
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。
し
か

し
、
夜
間
は
無
人
に
な
る
の
で
、
電

話
の
取
り
つ
ぎ
が
で
き
な
か
っ
た
り

冬
季
間
は
館
内
の
暖
房
を
し
て
お
け

な
い
な
ど
利
用
し
に
く
い
。
是
非
、

夜
間
の
警
備
員
を
配
置
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

1
今
ま
で
の
利
用
状
況
な
ど
を
み

て
夜
間
は
無
人
に
し
て
い
た
。
セ
ン

タ
ー
が
で
き
て
利
用
が
伸
び
て
い
ま

す
し
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
夜
間
が

多
く
な
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
同
じ

要
望
が
六
箇
地
区
か
ら
も
出
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
検
討
し
ま
す
が
、
職
員

増
に
つ
な
が
る
も
の
は
、
年
度
途
中

か
ら
は
む
ず
か
し
い
の
で
、
実
施
す

る
の
は
来
年
度
か
ら
に
な
り
ま
す
。

保
育
所
を
通
年
に
し
て

　
　
〈
鉢
〉
尾
身
カ
ノ
さ
ん
ほ
か

　
今
ま
で
地
区
の
は
ず
れ
に
あ
っ
た

保
育
所
を
、
今
年
、
地
区
の
中
央
に

新
築
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
地
区

の
中
央
な
ら
ば
、
冬
季
間
も
子
ど
も

達
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

保
育
期
間
を
今
ま
で
の
九
カ
月
か
ら

一
年
間
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
　
今
年
度
は
九
ヵ
月
保
育
を
す
る

こ
と
で
県
に
申
請
し
認
可
を
と
っ
て

あ
る
の
で
、
今
年
の
冬
か
ら
す
ぐ
に

実
施
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
来
年

度
に
は
通
年
保
育
が
で
き
る
よ
う
に

県
に
申
請
を
し
た
い
。
と
り
あ
え
ず

今
冬
は
、
雪
の
状
況
を
見
な
が
ら
一

日
保
育
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
冬

季
間
中
通
園
で
き
る
か
ど
う
か
を
た

し
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

悪
臭
公
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す

　
〈
稲
葉
〉
相
崎
キ
ミ
さ
ん
ほ
か

　
近
く
に
豚
舎
が
あ
る
の
で
悪
臭
公

害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
夕

食
時
に
ひ
ど
い
の
で
す
が
。

1
豚
舎
が
あ
る
の
が
川
西
町
の
区

域
内
で
す
か
ら
、
一
度
川
西
町
に
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
川
西
町
と
は

こ
ち
ら
か
ら
も
連
絡
を
と
り
ま
す
し

一
度
職
員
を
調
査
に
伺
わ
せ
ま
す
．
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誌
交
通
遺
児
脊
成
資
金
　
一
糞
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
『
一
一
　
　
　
　
　
．
　
　
　
ピ
．
ヤ

　
　
　
一
貸
獄
制
度
西
あ
鳶
ま
疹

　
自
動
車
事
故
の
防
止
と
事
故
に
よ

る
被
害
者
保
護
の
増
進
の
た
め
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ

る
交
通
遺
児
に
対
し
、
育
成
資
金
の

貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ω
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
亡
く
な
ら

れ
た
児
童
　
ω
事
故
に
よ
り
保
護
者

が
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た
児

童
が
成
育
す
る
に
必
要
な
生
活
資

金
を
貸
付
け
す
る
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
、
貸
付
金
額
　
↑
D
一
時
金
十
一
万
七

千
円
　
＠
育
成
金
（
毎
月
）
一
万
二

千
円
　
＠
入
学
仕
度
金
三
万
干
円

2
、
貸
付
け
期
間
　
貸
付
け
が
決
定

し
た
日
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

3
、
利
子
　
　
無
利
子

4
、
返
還
の
期
間
　
中
学
卒
業
か
ら

　
年
据
え
置
い
た
後
二
十
年
以
内

5
、
返
還
の
方
法
　
割
賦
へ
年
、
半

年
、
月
）
均
等
払
い

6
、
利
用
で
き
る
人
　
自
動
車
事
故

が
原
因
で
死
亡
ま
た
は
後
遺
障
害
の

残
っ
た
人
の
子
弟
で
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
．
た
だ
し
生
活
状
況
か
一

定
の
要
件
に
合
致
す
る
こ
と
が
必
要

7
、
お
問
い
合
わ
せ
先
　
新
潟
市
本

町
通
番
町
二
五
二
番
地
　
自
動
車

事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
新
潟
主
管
支
所

業
務
課
（
君
○
二
五
二
－
二
三
－
二

二
二
五
番
）
へ
。

訓
練
生
を
募
集

県
〈
魏
〉
高
等
職
業
訓
練
校

昭和56年9月10日

歌
会
始
の
お
題

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
歌
会
始
の
お

題
は
「
橋
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
詠
進
歌
は
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

で
未
発
表
の
も
の
。

●
用
紙
は
半
紙
（
習
字
用
の
白
紙
か

良
い
）
と
し
毛
筆
で
自
筆
し
て
く
だ

さ
い
。

●
病
気
等
で
自
筆
で
き
な
い
場
合
は

他
人
の
代
筆
も
可
。
た
だ
し
そ
の
理

由
を
別
の
紙
に
書
い
て
添
付
の
こ
と
。

（
点
字
の
詠
進
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
）

『
橘
』

●
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
を
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
生
年
月
日
、
職
業
を
記
入
。

（
書
式
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
）

●
期
間
　
九
月
一
日
か
ら
モ
月
↑
二

日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
、
十
月
十

二
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

●
あ
て
先
　
〒
一
〇
〇
　
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
　
宮
内
庁

（
封
筒
に
詠
進
歌
を
書
く
こ
》
こ

●
問
い
合
わ
せ
　
直
接
宮
内
庁
式
部

職
あ
て
に
返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封

筒
を
添
え
て
瓦
月
末
日
ま
で
に
。

▲
受
付
期
間
　
九
月
｝
日
～
卜
月
二

十
日

▲
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
者
（
五
十

七
年
三
月
卒
業
予
定
者
含
）
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

人
で
三
十
歳
以
下
の
人
。

▲
応
募
方
法
　
入
校
願
書
に
必
要
書

類
を
添
え
、
も
よ
り
の
公
共
職
業
安

定
所
を
経
由
し
て
訓
練
校
へ
提
出

▲
訓
練
科
　
魚
沼
～
電
気
施
設
、
測

量
科
　
三
条
～
精
密
機
械
、
金
型
技

術
科

●
問
い
合
わ
せ
は
、
魚
沼
訓
練
校
、

三
条
訓
練
校
、
各
学
校
へ

心
身
障
害
者

　
　
広
域
求
職
情
報

　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
の

　
　
ご
利
用
を

　
心
身
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
を
進

め
る
た
め
、
県
で
は
新
潟
公
共
職
業

安
定
所
を
「
心
身
障
害
者
重
点
公
共

職
業
安
定
所
」
に
指
定
し
、
「
心
身
障

害
者
求
職
情
報
案
内
」
の
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
、
旨
の
窓
口
で
は
県
内
各
安
定
所
の

登
録
者
の
ほ
か
養
護
学
校
、
更
生
援

護
施
設
等
を
通
じ
て
幅
広
く
求
職
情

報
の
収
集
、
整
備
を
し
、
専
門
相
談

員
に
よ
る
雇
用
相
談
や
企
業
の
情
報

提
供
を
す
る
．
』
と
に
よ
り
心
身
障
害

者
の
職
業
紹
介
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
求
職
情
報

は
、
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に
も

送
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
心

身
障
害
者
の
雇
用
の
た
め
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
公
共
職
業
安

定
所
（
君
七
r
二
四
〇
七
番
）
へ

㊥
㊨
⑧
㊨
㊨
㊧
㊥
⑧

■
日
時
　
十
月
四
日
日

　
　
　
　
午
前
瓦
時
か
ら
正
午

■
会
場
　
十
日
町
市
商
工
福
祉
会
館

■
対
象
　
初
心
者
と
し
ま
す
。

■
詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
費

七
－
三
一
一
一
番
内
線
一
二
六
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
。
鞭
称

み
ん
な
で
考
え
よ
う
頃
、
、
㌧
麹
雛
・

　
　
国
際
障
害
者
錐
欝

　
　
　
　
　
　
一

身
障
者
旅
行
を
担
当
、
も
て

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
青
宰
会
議
漸
幽
』
麻
，

　
十
日
町
明
窓
会
（
点
訳
奉
仕
グ
ル

ー
ブ
）
　
郡
市
盲
人
福
祉
協
会
で
は
、

点
訳
の
普
及
と
障
害
者
、
晴
眼
者
の

交
流
の
場
と
し
て
次
の
日
駕
に
よ
り

点
訳
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民

多
く
の
か
た
か
ら
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
．
、

　
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
、
昭
和

四
十
五
年
以
来
、
重
度
身
体
障
害
者

の
研
修
旅
行
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

十
二
回
目
を
迎
え
る
今
回
も
、
去
る

六
日
に
、
五
十
五
人
の
身
障
者
の
皆

さ
ん
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢

百
四
十
九
名
で
新
潟
方
面
で
楽
し
い

一
日
を
過
し
て
き
ま
し
た
。
（
表
紙
写
真
）

　
こ
の
旅
行
は
、
当
時
の
理
事
長
だ

っ
た
諸
里
市
長
の
提
案
で
、
日
頃
、

外
に
出
る
機
会
の
少
な
い
身
障
者
の

皆
さ
ん
に
社
会
見
聞
を
広
め
て
も
り

お
う
と
計
画
さ
れ
た
事
業
で
す
。

　
今
ま
で
の
十
一
年
間
は
、
身
障
者

の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
、
質
素

に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
国

際
障
害
者
年
で
も
あ
り
、
ロ
ー
タ
リ

ー
、
北
ロ
ー
タ
リ
i
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
協
力
を
得
て
国
際
四
団
体
の
協
同

事
業
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
J

C
ス
タ
ー
ル
の
O
B
で
作
っ
て
い
る

多
笑
者
の
会
の
若
い
メ
ン
バ
ー
が
、

巡
視
船
に
乗
る
時
に
背
負
っ
て
見
学

し
た
り
、
手
を
差
し
の
べ
た
り
労
力

奉
仕
を
し
て
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
個
人
で
は
周
囲
の
目
が
気
に
な

っ
て
外
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
み

ん
な
で
一
緒
だ
と
気
に
な
ら
な
い
し

楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
い
た

り
、
身
障
者
の
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ

の
方
が
手
を
握
り
来
年
も
ま
た
会
い

　
　
　
　
　
　
　
　
撮
難
一

ま
慧
、
藩
灘
鐵
鵡
蕊
毒
饗
鞭
糞
・

薯
繋
難
灘
鯉
灘
鱗
籍
灘
・

懇
灘
鰻
辮

嘉
感
軽
擁
盤
　
譲
．

・
糠
窪
墾
讐
霧
縷
．
藷

障
者
㊨
皆
さ
魂
に
嶺
膿
識
礁
饗
懸
滞

駕
参
掬
ず
悩
．
．
椴
縷
購

嚢
難
灘
織

醗
鰹
鞭
灘

が
、
こ
の
輩
楼
会
鑛
馨
簗
難

讐
者
の
響
券
蓄
麟
難
鞭
．

し
て
華
た
寒
き
畢
鱗
を
か
義
轍
漁
蔑
、
“

い
た
だ
毒
た
静
と
願
「
わ
蕪
譲
蟹
景
潔
賠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
こ
の
隷
行
を
遷
索
蟻
姦
濾
織
織
畑
・

藷
サ
ー
ク
ル
や
嚢
醤
姦
鑑
、
「

徒
、
婁
麓
馨
轟
募
撫

の
ボ
ラ
ン
テ
嘉
烈
鷺
麹
塗
勲
響

だ
き
ま
し
だ
．
ナ
旧
酵
薦
ー
鰭
灘
群

テ
4
ア
活
動
を
根
づ
か
鍵
、
旙
擁
驚
、
、

活
発
に
し
て
ゆ
｛
唆
鐵
蕪
講
う
ヤ

テ
ヂ
髪
占
誘
よ
密
轟

を
設
立
し
、
鯛
人
で
羅
ラ
識
瀞
騨
輝

活
動
に
参
繍
↓
た
い
人
憲
蟻
穣
壌
欝
『
．

り
、
潔
ラ
ン
テ
≠
翻
鉢
鱒
灘
聯
饗

絡
を
と
ゆ
あ
っ
た
η
す
る
戯
｝
織
薮
鱗
．
．

要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
籍
瓢
警
購
愛

昭和56年9月10日

第
3
1
回
県
勤
労
者
美
術
展
出
品
要
項

　
勤
労
者
が
余
暇
を
利
用
し
て
創
作

し
た
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り

創
作
意
欲
を
高
め
、
美
術
を
通
じ
明

る
い
職
場
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
第
3
1
回
県
勤
労
者
美
術
展

の
作
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
作
品
　
第
一
部
日
本
画
（
五
〇
号

以
内
　
第
二
部
　
洋
画
（
版
画
含
む

五
〇
号
以
内
）
第
三
部
　
彫
塑

第
四
部
工
芸
第
五
部
書
第

六
部
　
写
真

　
各
部
門
と
も
一
人
二
点
以
内
で
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。

●
応
募
資
格
　
　
県
内
の
事
業
所
等

（
官
公
庁
・
学
校
を
含
む
）
に
勤
務

す
る
人
で
応
募
部
門
に
つ
い
て
作
品

の
製
作
及
び
教
え
る
職
業
で
な
い
人

●
応
募
　
九
月
三
十
日
㈹
ま
で
に
長

岡
労
政
事
務
所
小
出
支
所
（
小
出
町

大
塚
新
田
台
小
出
二
ー
一
三
一
一
）

に
応
募
手
数
料
一
点
に
つ
き
五
百
円

を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
（
問
い
合
わ
せ
も
前
記
の
支
所
に

お
願
い
し
ま
す
。
）

●
表
彰
　
知
事
賞
・
新
潟
市
長
賞
・

労
政
協
会
長
賞
・
労
働
金
庫
理
事
長

賞
・
福
対
協
理
事
長
賞
各
部
門
各

一
点
、
奨
励
賞
三
点
以
内
。

●
搬
入
・
搬
出
　
応
募
者
が
行
う
こ

と
と
し
ま
す
。
搬
入
は
十
月
二
十
日

㈹
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

搬
出
は
、
十
月
二
十
五
日
㈹
午
後
四

時
か
ら
四
時
五
十
分
。

麟
総
銚
鰐
難

難
韓
雛

　
　
　
　
を
与
え
て
い
る
現
状
を

　
室
濃
ヤ
　
打
解
す
る
た
め
、
国
・

　
　
　
　
　
県
の
援
助
に
よ
っ
て
地

　
　
叢
場
産
業
の
振
興
・
観
光

絶
．
開
発
。
コ
ミ
ュ
ニ
竿

曇
シ
ョ
あ
場
な
ど
総
合

　
　
　
　
　
的
な
機
能
を
も
っ
た
地

～業
漁
場
産
業
奮
ハ
セ
ン
タ
ー

雛
搬
礁
醜
雛
鴛

範
の
愛
称
を
次
の
要
項
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
、
愛
称
　
●
親
し
み
の
あ
る
も
の

例
え
ば
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
中
野

勤
労
青
少
年
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
サ
ン

ラ
イ
フ
長
岡
（
県
高
年
齢
労
働
者
職

業
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
。

二
、
応
募
要
件
●
十
日
町
市
・
中
魚

沼
・
南
魚
沼
の
各
町
村
・
松
代
町
・

松
之
山
町
に
住
所
の
あ
る
人
。

●
一
人
い
く
つ
で
も
可
。
●
官
製
は

が
き
一
枚
に
愛
称
ひ
と
つ
と
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。

三
、
応
募
締
切
　
十
月
三
十
一
日
ω

四
、
応
募
先
　
十
日
町
市
千
歳
町
3

あ
3
　
十
日
町
市
役
所
内
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
局
　
あ
て
、

五
、
賞
金
　
入
選
一
点
三
万
円
、
佳

作
二
点
五
千
円
（
一
点
に
つ
き
）

（
同
名
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
い
た

し
ま
す
。
）

”
子
ど
も
が
創
り
出
す
学
習
”

公
開
研
究
発
表
会
－
十
日
町
小
学
校
1

会
期
十
月
二
十
二
日
5
十
月
二
十
五
日

会
場
新
潟
県
藁
術
博
物
館

とおガ夢3
（9）

　　　〈統一劇場〉

やん“を公演
加
ち

ジ
ん

’
ユ
兄

．
、
、
黛

ぶっとばしても愛

ののしり合っても愛

兄弟・親子の絆の中で

ふるさとに

　生きのく力が
湧いてきた

9月26日仕）午後6：15

市民会館ホール

幽

9

自
然
に
親
し
み
健
康
の
増
進
を

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
三
日
㈲
に
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　
学
習
を
チ
ど
も
に
と
っ
て
ゆ
と
り

あ
る
も
の
、
充
実
感
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
、
十
日
町
小
学
校
で
は
、

「
子
ど
も
が
創
り
出
す
学
習
　
　
八

十
年
代
教
育
へ
の
提
書
」
と
い
う
研

究
主
題
で
次
の
日
程
に
よ
り
、
公
開

研
究
発
衰
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

）
ざ
、

臼
い
だ

日
く
9
で
　
校

4
い
時
学

㈹
お
卸
小

　
こ
　
ノ
で

日
印
午
町

18

く
～
日

晒
轡

7
都
8
市

4
諭
町

菊
ち
弁
日

　
り
つ

日
の
間
＋

16

間
時
県

月
日
●
局

9
⑭
　
新

日 協　　　議　　　題

16日（胸 基礎的・基本的事項にかかわる指導

17日（掬 子　ど　も　の認識　を育て　る

18日（翁 ゆと1）と充実をめざす教育活動

19日（D 80　年　代　教育　へ　の　提　言

す

Q講

　師
　の
　先
　生
　は
　次
　の
　み
　　な

　　さ

　ん
　　で

●
十
六
日

属
図
書
館
長

●
卜
七
日

育
局
視
学
官

●
十
八
日

教
授
　
歌
代

前売券

一　　般2，000円
中高校生1、800円　　　〈主催〉

　　　　　　　　　　　　　ふるさと套有噛あんさ。の会

く後援＞　　　　　　　　　　（費2－2698）
十日町布・市教育委員会・十日町新聞社・十日町タイムス

週報とおかまち・演劇協会・農協福祉会館・市農業委員会

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
自
然
に
親

し
む
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
の
増
進
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
民
パ

イ
キ
ン
グ
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
九
月
十
三
日
㈹
－
雨
天
中
止

■
行
程
　
体
育
館
～
バ
ス
～
わ
ら
び

平
～
徒
歩
～
笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場
～

徒
歩
～
赤
倉
～
バ
ス
～
体
育
館

■
集
合
　
午
前
八
時
半
に
市
民
体
育

館
前
に
。
　
（
九
時
出
発
、
十
五
時
帰

着
予
定
）

8
募
集
人
数
　
先
着
　
五
十
名

■
参
加
料
　
百
円
（
保
険
料
含
）

●
携
行
品
　
昼
食
・
雨
衣
・
水
筒

お
わ
ん

■
申
込
み
　
九
月
十
二
日
ω
正
午
ま

で
に
市
民
体
育
館
（
学
校
町
奮
七
ー

五
二
〇
八
番
）
へ

犬
の
登
録
と

●期日

●会場

第
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
犬
の
登
録
と

第
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
が
十
月
中

旬
（
十
三
日
～
十
六
日
の
四
日
間
を

予
定
）
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
犬
の
飼

い
主
の
か
た
は
忘
れ
ず
に
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
九
月
二
十
五
日

発
行
の
「
お
知
ら
せ
版
」
に
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
犬
の
登
録
手
数
料
が
次
の

よ
う
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
手
数
料
　
二
千
円
↓
二
千
百
円

狂
犬
病
注
射
手
数
料
（
注
射
済
票
交

付
手
数
料
を
含
む
）
干
三
百
円
↓
千

五
百
円
に
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
環
境
係

（
君
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二
六
）
へ

国
立
教
育
研
究
所
附

．
大
野
連
太
郎
先
生

文
部
省
初
等
中
等
教

渡
辺
富
美
雄
先
生

新
潟
大
学
教
育
学
部

勤
先
生

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
P
T
A
は
入

場
無
料
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
参
会
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
十
日
町
小
へ

聲
讐
搬
〉
⑯

■
受
付
期
間
　
九
月
十
六
日
～
九
月

二
十
九
日

巳
受
験
資
格
　
昭
和
三
十
六
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

m
高
校
卒
業
の
入
又
は
昭
和
五
十
七

　
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

図
高
等
専
門
学
校
で
第
三
学
年
を
修

了
し
た
人
又
は
昭
和
五
十
七
年
三
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

■
試
験
日
第
一
次
十
一
月
十
四

日
・
十
五
日
　
第
二
次
　
一
月
二
十

六
日
・
二
十
七
日

■
申
込
用
紙
請
求
及
び
問
い
合
わ
せ

　
〒
九
五
〇
　
新
潟
市
万
代
二
－
二

－
一
　
第
九
官
区
海
上
保
安
本
部
総

務
部
人
事
課
（
台
〇
二
五
二
－
四
四

1
四
一
五
一
番
）
へ
。



へ
O
q

（8）とおガ夢3

誌
交
通
遺
児
脊
成
資
金
　
一
糞
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
『
一
一
　
　
　
　
　
．
　
　
　
ピ
．
ヤ

　
　
　
一
貸
獄
制
度
西
あ
鳶
ま
疹

　
自
動
車
事
故
の
防
止
と
事
故
に
よ

る
被
害
者
保
護
の
増
進
の
た
め
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ

る
交
通
遺
児
に
対
し
、
育
成
資
金
の

貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ω
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
亡
く
な
ら

れ
た
児
童
　
ω
事
故
に
よ
り
保
護
者

が
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た
児

童
が
成
育
す
る
に
必
要
な
生
活
資

金
を
貸
付
け
す
る
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
、
貸
付
金
額
　
↑
D
一
時
金
十
一
万
七

千
円
　
＠
育
成
金
（
毎
月
）
一
万
二

千
円
　
＠
入
学
仕
度
金
三
万
干
円

2
、
貸
付
け
期
間
　
貸
付
け
が
決
定

し
た
日
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

3
、
利
子
　
　
無
利
子

4
、
返
還
の
期
間
　
中
学
卒
業
か
ら

　
年
据
え
置
い
た
後
二
十
年
以
内

5
、
返
還
の
方
法
　
割
賦
へ
年
、
半

年
、
月
）
均
等
払
い

6
、
利
用
で
き
る
人
　
自
動
車
事
故

が
原
因
で
死
亡
ま
た
は
後
遺
障
害
の

残
っ
た
人
の
子
弟
で
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
．
た
だ
し
生
活
状
況
か
一

定
の
要
件
に
合
致
す
る
こ
と
が
必
要

7
、
お
問
い
合
わ
せ
先
　
新
潟
市
本

町
通
番
町
二
五
二
番
地
　
自
動
車

事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
新
潟
主
管
支
所

業
務
課
（
君
○
二
五
二
－
二
三
－
二

二
二
五
番
）
へ
。

訓
練
生
を
募
集

県
〈
魏
〉
高
等
職
業
訓
練
校

昭和56年9月10日

歌
会
始
の
お
題

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
歌
会
始
の
お

題
は
「
橋
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
詠
進
歌
は
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

で
未
発
表
の
も
の
。

●
用
紙
は
半
紙
（
習
字
用
の
白
紙
か

良
い
）
と
し
毛
筆
で
自
筆
し
て
く
だ

さ
い
。

●
病
気
等
で
自
筆
で
き
な
い
場
合
は

他
人
の
代
筆
も
可
。
た
だ
し
そ
の
理

由
を
別
の
紙
に
書
い
て
添
付
の
こ
と
。

（
点
字
の
詠
進
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
）

『
橘
』

●
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
を
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
生
年
月
日
、
職
業
を
記
入
。

（
書
式
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
）

●
期
間
　
九
月
一
日
か
ら
モ
月
↑
二

日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
、
十
月
十

二
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

●
あ
て
先
　
〒
一
〇
〇
　
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
　
宮
内
庁

（
封
筒
に
詠
進
歌
を
書
く
こ
》
こ

●
問
い
合
わ
せ
　
直
接
宮
内
庁
式
部

職
あ
て
に
返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封

筒
を
添
え
て
瓦
月
末
日
ま
で
に
。

▲
受
付
期
間
　
九
月
｝
日
～
卜
月
二

十
日

▲
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
者
（
五
十

七
年
三
月
卒
業
予
定
者
含
）
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

人
で
三
十
歳
以
下
の
人
。

▲
応
募
方
法
　
入
校
願
書
に
必
要
書

類
を
添
え
、
も
よ
り
の
公
共
職
業
安

定
所
を
経
由
し
て
訓
練
校
へ
提
出

▲
訓
練
科
　
魚
沼
～
電
気
施
設
、
測

量
科
　
三
条
～
精
密
機
械
、
金
型
技

術
科

●
問
い
合
わ
せ
は
、
魚
沼
訓
練
校
、

三
条
訓
練
校
、
各
学
校
へ

心
身
障
害
者

　
　
広
域
求
職
情
報

　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
の

　
　
ご
利
用
を

　
心
身
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
を
進

め
る
た
め
、
県
で
は
新
潟
公
共
職
業

安
定
所
を
「
心
身
障
害
者
重
点
公
共

職
業
安
定
所
」
に
指
定
し
、
「
心
身
障

害
者
求
職
情
報
案
内
」
の
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
、
旨
の
窓
口
で
は
県
内
各
安
定
所
の

登
録
者
の
ほ
か
養
護
学
校
、
更
生
援

護
施
設
等
を
通
じ
て
幅
広
く
求
職
情

報
の
収
集
、
整
備
を
し
、
専
門
相
談

員
に
よ
る
雇
用
相
談
や
企
業
の
情
報

提
供
を
す
る
．
』
と
に
よ
り
心
身
障
害

者
の
職
業
紹
介
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
求
職
情
報

は
、
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に
も

送
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
心

身
障
害
者
の
雇
用
の
た
め
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
公
共
職
業
安

定
所
（
君
七
r
二
四
〇
七
番
）
へ

㊥
㊨
⑧
㊨
㊨
㊧
㊥
⑧

■
日
時
　
十
月
四
日
日

　
　
　
　
午
前
瓦
時
か
ら
正
午

■
会
場
　
十
日
町
市
商
工
福
祉
会
館

■
対
象
　
初
心
者
と
し
ま
す
。

■
詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
費

七
－
三
一
一
一
番
内
線
一
二
六
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
。
鞭
称

み
ん
な
で
考
え
よ
う
頃
、
、
㌧
麹
雛
・

　
　
国
際
障
害
者
錐
欝

　
　
　
　
　
　
一

身
障
者
旅
行
を
担
当
、
も
て

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
青
宰
会
議
漸
幽
』
麻
，

　
十
日
町
明
窓
会
（
点
訳
奉
仕
グ
ル

ー
ブ
）
　
郡
市
盲
人
福
祉
協
会
で
は
、

点
訳
の
普
及
と
障
害
者
、
晴
眼
者
の

交
流
の
場
と
し
て
次
の
日
駕
に
よ
り

点
訳
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民

多
く
の
か
た
か
ら
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
．
、

　
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
、
昭
和

四
十
五
年
以
来
、
重
度
身
体
障
害
者

の
研
修
旅
行
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

十
二
回
目
を
迎
え
る
今
回
も
、
去
る

六
日
に
、
五
十
五
人
の
身
障
者
の
皆

さ
ん
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢

百
四
十
九
名
で
新
潟
方
面
で
楽
し
い

一
日
を
過
し
て
き
ま
し
た
。
（
表
紙
写
真
）

　
こ
の
旅
行
は
、
当
時
の
理
事
長
だ

っ
た
諸
里
市
長
の
提
案
で
、
日
頃
、

外
に
出
る
機
会
の
少
な
い
身
障
者
の

皆
さ
ん
に
社
会
見
聞
を
広
め
て
も
り

お
う
と
計
画
さ
れ
た
事
業
で
す
。

　
今
ま
で
の
十
一
年
間
は
、
身
障
者

の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
、
質
素

に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
国

際
障
害
者
年
で
も
あ
り
、
ロ
ー
タ
リ

ー
、
北
ロ
ー
タ
リ
i
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
協
力
を
得
て
国
際
四
団
体
の
協
同

事
業
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
J

C
ス
タ
ー
ル
の
O
B
で
作
っ
て
い
る

多
笑
者
の
会
の
若
い
メ
ン
バ
ー
が
、

巡
視
船
に
乗
る
時
に
背
負
っ
て
見
学

し
た
り
、
手
を
差
し
の
べ
た
り
労
力

奉
仕
を
し
て
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
個
人
で
は
周
囲
の
目
が
気
に
な

っ
て
外
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
み

ん
な
で
一
緒
だ
と
気
に
な
ら
な
い
し

楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
い
た

り
、
身
障
者
の
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ

の
方
が
手
を
握
り
来
年
も
ま
た
会
い

　
　
　
　
　
　
　
　
撮
難
一

ま
慧
、
藩
灘
鐵
鵡
蕊
毒
饗
鞭
糞
・

薯
繋
難
灘
鯉
灘
鱗
籍
灘
・

懇
灘
鰻
辮

嘉
感
軽
擁
盤
　
譲
．

・
糠
窪
墾
讐
霧
縷
．
藷

障
者
㊨
皆
さ
魂
に
嶺
膿
識
礁
饗
懸
滞

駕
参
掬
ず
悩
．
．
椴
縷
購

嚢
難
灘
織

醗
鰹
鞭
灘

が
、
こ
の
輩
楼
会
鑛
馨
簗
難

讐
者
の
響
券
蓄
麟
難
鞭
．

し
て
華
た
寒
き
畢
鱗
を
か
義
轍
漁
蔑
、
“

い
た
だ
毒
た
静
と
願
「
わ
蕪
譲
蟹
景
潔
賠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
こ
の
隷
行
を
遷
索
蟻
姦
濾
織
織
畑
・

藷
サ
ー
ク
ル
や
嚢
醤
姦
鑑
、
「

徒
、
婁
麓
馨
轟
募
撫

の
ボ
ラ
ン
テ
嘉
烈
鷺
麹
塗
勲
響

だ
き
ま
し
だ
．
ナ
旧
酵
薦
ー
鰭
灘
群

テ
4
ア
活
動
を
根
づ
か
鍵
、
旙
擁
驚
、
、

活
発
に
し
て
ゆ
｛
唆
鐵
蕪
講
う
ヤ

テ
ヂ
髪
占
誘
よ
密
轟

を
設
立
し
、
鯛
人
で
羅
ラ
識
瀞
騨
輝

活
動
に
参
繍
↓
た
い
人
憲
蟻
穣
壌
欝
『
．

り
、
潔
ラ
ン
テ
≠
翻
鉢
鱒
灘
聯
饗

絡
を
と
ゆ
あ
っ
た
η
す
る
戯
｝
織
薮
鱗
．
．

要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
籍
瓢
警
購
愛

昭和56年9月10日

第
3
1
回
県
勤
労
者
美
術
展
出
品
要
項

　
勤
労
者
が
余
暇
を
利
用
し
て
創
作

し
た
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り

創
作
意
欲
を
高
め
、
美
術
を
通
じ
明

る
い
職
場
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
第
3
1
回
県
勤
労
者
美
術
展

の
作
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
作
品
　
第
一
部
日
本
画
（
五
〇
号

以
内
　
第
二
部
　
洋
画
（
版
画
含
む

五
〇
号
以
内
）
第
三
部
　
彫
塑

第
四
部
工
芸
第
五
部
書
第

六
部
　
写
真

　
各
部
門
と
も
一
人
二
点
以
内
で
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。

●
応
募
資
格
　
　
県
内
の
事
業
所
等

（
官
公
庁
・
学
校
を
含
む
）
に
勤
務

す
る
人
で
応
募
部
門
に
つ
い
て
作
品

の
製
作
及
び
教
え
る
職
業
で
な
い
人

●
応
募
　
九
月
三
十
日
㈹
ま
で
に
長

岡
労
政
事
務
所
小
出
支
所
（
小
出
町

大
塚
新
田
台
小
出
二
ー
一
三
一
一
）

に
応
募
手
数
料
一
点
に
つ
き
五
百
円

を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
（
問
い
合
わ
せ
も
前
記
の
支
所
に

お
願
い
し
ま
す
。
）

●
表
彰
　
知
事
賞
・
新
潟
市
長
賞
・

労
政
協
会
長
賞
・
労
働
金
庫
理
事
長

賞
・
福
対
協
理
事
長
賞
各
部
門
各

一
点
、
奨
励
賞
三
点
以
内
。

●
搬
入
・
搬
出
　
応
募
者
が
行
う
こ

と
と
し
ま
す
。
搬
入
は
十
月
二
十
日

㈹
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

搬
出
は
、
十
月
二
十
五
日
㈹
午
後
四

時
か
ら
四
時
五
十
分
。

麟
総
銚
鰐
難

難
韓
雛

　
　
　
　
を
与
え
て
い
る
現
状
を

　
室
濃
ヤ
　
打
解
す
る
た
め
、
国
・

　
　
　
　
　
県
の
援
助
に
よ
っ
て
地

　
　
叢
場
産
業
の
振
興
・
観
光

絶
．
開
発
。
コ
ミ
ュ
ニ
竿

曇
シ
ョ
あ
場
な
ど
総
合

　
　
　
　
　
的
な
機
能
を
も
っ
た
地

～業
漁
場
産
業
奮
ハ
セ
ン
タ
ー

雛
搬
礁
醜
雛
鴛

範
の
愛
称
を
次
の
要
項
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
、
愛
称
　
●
親
し
み
の
あ
る
も
の

例
え
ば
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
中
野

勤
労
青
少
年
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
サ
ン

ラ
イ
フ
長
岡
（
県
高
年
齢
労
働
者
職

業
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
。

二
、
応
募
要
件
●
十
日
町
市
・
中
魚

沼
・
南
魚
沼
の
各
町
村
・
松
代
町
・

松
之
山
町
に
住
所
の
あ
る
人
。

●
一
人
い
く
つ
で
も
可
。
●
官
製
は

が
き
一
枚
に
愛
称
ひ
と
つ
と
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。

三
、
応
募
締
切
　
十
月
三
十
一
日
ω

四
、
応
募
先
　
十
日
町
市
千
歳
町
3

あ
3
　
十
日
町
市
役
所
内
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
局
　
あ
て
、

五
、
賞
金
　
入
選
一
点
三
万
円
、
佳

作
二
点
五
千
円
（
一
点
に
つ
き
）

（
同
名
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
い
た

し
ま
す
。
）

”
子
ど
も
が
創
り
出
す
学
習
”

公
開
研
究
発
表
会
－
十
日
町
小
学
校
1

会
期
十
月
二
十
二
日
5
十
月
二
十
五
日

会
場
新
潟
県
藁
術
博
物
館

とおガ夢3
（9）

　　　〈統一劇場〉

やん“を公演
加
ち

ジ
ん

’
ユ
兄

．
、
、
黛

ぶっとばしても愛

ののしり合っても愛

兄弟・親子の絆の中で

ふるさとに

　生きのく力が
湧いてきた

9月26日仕）午後6：15

市民会館ホール

幽

9

自
然
に
親
し
み
健
康
の
増
進
を

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
三
日
㈲
に
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　
学
習
を
チ
ど
も
に
と
っ
て
ゆ
と
り

あ
る
も
の
、
充
実
感
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
、
十
日
町
小
学
校
で
は
、

「
子
ど
も
が
創
り
出
す
学
習
　
　
八

十
年
代
教
育
へ
の
提
書
」
と
い
う
研

究
主
題
で
次
の
日
程
に
よ
り
、
公
開

研
究
発
衰
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

）
ざ
、

臼
い
だ

日
く
9
で
　
校

4
い
時
学

㈹
お
卸
小

　
こ
　
ノ
で

日
印
午
町

18

く
～
日

晒
轡

7
都
8
市

4
諭
町

菊
ち
弁
日

　
り
つ

日
の
間
＋

16

間
時
県

月
日
●
局

9
⑭
　
新

日 協　　　議　　　題

16日（胸 基礎的・基本的事項にかかわる指導

17日（掬 子　ど　も　の認識　を育て　る

18日（翁 ゆと1）と充実をめざす教育活動

19日（D 80　年　代　教育　へ　の　提　言

す

Q講

　師
　の
　先
　生
　は
　次
　の
　み
　　な

　　さ

　ん
　　で

●
十
六
日

属
図
書
館
長

●
卜
七
日

育
局
視
学
官

●
十
八
日

教
授
　
歌
代

前売券

一　　般2，000円
中高校生1、800円　　　〈主催〉

　　　　　　　　　　　　　ふるさと套有噛あんさ。の会

く後援＞　　　　　　　　　　（費2－2698）
十日町布・市教育委員会・十日町新聞社・十日町タイムス

週報とおかまち・演劇協会・農協福祉会館・市農業委員会

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
自
然
に
親

し
む
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
の
増
進
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
民
パ

イ
キ
ン
グ
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
九
月
十
三
日
㈹
－
雨
天
中
止

■
行
程
　
体
育
館
～
バ
ス
～
わ
ら
び

平
～
徒
歩
～
笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場
～

徒
歩
～
赤
倉
～
バ
ス
～
体
育
館

■
集
合
　
午
前
八
時
半
に
市
民
体
育

館
前
に
。
　
（
九
時
出
発
、
十
五
時
帰

着
予
定
）

8
募
集
人
数
　
先
着
　
五
十
名

■
参
加
料
　
百
円
（
保
険
料
含
）

●
携
行
品
　
昼
食
・
雨
衣
・
水
筒

お
わ
ん

■
申
込
み
　
九
月
十
二
日
ω
正
午
ま

で
に
市
民
体
育
館
（
学
校
町
奮
七
ー

五
二
〇
八
番
）
へ

犬
の
登
録
と

●期日

●会場

第
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
犬
の
登
録
と

第
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
が
十
月
中

旬
（
十
三
日
～
十
六
日
の
四
日
間
を

予
定
）
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
犬
の
飼

い
主
の
か
た
は
忘
れ
ず
に
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
九
月
二
十
五
日

発
行
の
「
お
知
ら
せ
版
」
に
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
犬
の
登
録
手
数
料
が
次
の

よ
う
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
手
数
料
　
二
千
円
↓
二
千
百
円

狂
犬
病
注
射
手
数
料
（
注
射
済
票
交

付
手
数
料
を
含
む
）
干
三
百
円
↓
千

五
百
円
に
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
環
境
係

（
君
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二
六
）
へ

国
立
教
育
研
究
所
附

．
大
野
連
太
郎
先
生

文
部
省
初
等
中
等
教

渡
辺
富
美
雄
先
生

新
潟
大
学
教
育
学
部

勤
先
生

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
P
T
A
は
入

場
無
料
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
参
会
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
十
日
町
小
へ

聲
讐
搬
〉
⑯

■
受
付
期
間
　
九
月
十
六
日
～
九
月

二
十
九
日

巳
受
験
資
格
　
昭
和
三
十
六
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

m
高
校
卒
業
の
入
又
は
昭
和
五
十
七

　
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

図
高
等
専
門
学
校
で
第
三
学
年
を
修

了
し
た
人
又
は
昭
和
五
十
七
年
三
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

■
試
験
日
第
一
次
十
一
月
十
四

日
・
十
五
日
　
第
二
次
　
一
月
二
十

六
日
・
二
十
七
日

■
申
込
用
紙
請
求
及
び
問
い
合
わ
せ

　
〒
九
五
〇
　
新
潟
市
万
代
二
－
二

－
一
　
第
九
官
区
海
上
保
安
本
部
総

務
部
人
事
課
（
台
〇
二
五
二
－
四
四

1
四
一
五
一
番
）
へ
。



眺
O
q
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胸
部
脚
ル
ト
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
場
名

対
　
　
象
　
　
地
　
区

9
月
1
8
日
働

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

本
町
1
㈹
、
本
町
2
・
3
・
4
・
5

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

本
町
6
働
、
袋
町
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

〃

栄
町
、
高
田
町
1
・
2
　
高
田
町
3
幽

9
月
2
1
日
㈲

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

丸
山
町
、
千
代
田
町

昭
和
町
㈹
、
西
寺
町

9
月
2
2
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

〃

七
軒
町
、
泉
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
旭
町
、
関
口

樋
口
町
、
駅
通
り
、
西
浦
町
働
、
稲
荷
町
1

午
後
－
時

　
ー
　
午
後
3
時

〃

稲
荷
町
2
・
3
幽
・
4

9
月
2
4
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

〃

稲
荷
町
西
、
西
本
町
1
・
2

八
幡
田
町
、
下
川
原
町
、
宮
下
町
㈹

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

諏
訪
町
、
神
明
町
、
学
校
町
1
・
2

水
野
町
、
若
宮
町
、
田
中
町
東
・
西

9
月
2
5
日
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
H
時
3
0
分

〃

田
中
町
本
通
り
、
上
川
町

川
原
町
、
田
川
町
1

午
後
－
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

田
川
町
2
・
3
、
島

9
月
2
8
日
㈲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

伊
達
公
会
堂
伊
達
⑨

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

水
沢
出
張
所
土
市
4
、
新
宮
幽

9
月
2
9
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
1
時
30
分

〃

太
田
島
働
、
土
市
－

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

土
市
2
・
3
・
5

9
月
30
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

馬
場
小
学
校
水
沢
㈹
、
馬
場
㈹

午
後
1
時

　
～
　
午
後
2
時

珠
　
田
　
分
　
校

珠
川
幽

午
後
2
時
2
0
分

　
～
　
午
後
3
時

老
人
ホ
ー
ム
幸
町
、
老
人
ホ
ー
ム

検
察
審
査
会
の

制
度
を
ご
存
知

　
で
す
か
？

　
窃
盗
、
詐
欺
、
暴
力
、
交
通
事
故

な
ど
い
ろ
い
ろ
の
犯
罪
で
被
害
を
受

け
た
の
に
検
察
官
か
そ
の
事
件
を
裁

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
（
．
｝
れ
を

「
不
起
訴
処
分
」
と
い
い
ま
す
）
た
め

に
、
犯
人
が
処
罰
さ
れ
ず
、
ど
う
も

納
得
が
ゆ
か
な
い
と
思
っ
．
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
、
こ
ん
な
不
満
の
あ

る
人
の
た
め
に
検
察
審
査
会
制
度
か

あ
り
ま
す
。
審
査
会
は
、
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た

テ
一
入
の
審
査
員
か
、
住
民
と
し
て

の
健
全
な
常
識
に
従
！
．
て
、
検
察
官

の
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査

す
る
国
の
機
関
で
す
・

し舜急δん研

　　　（㎎馳畑

2齢認鯵
e
自
養
璽
）
ぽ
亀
互
）
ニ

　
　
　
　
　
　
ロ

ミ
匙
取
荏
狩
き
き
し
匠

　
　
　
　
　
ガ

揖
　
　
　
窺
ぺ

　
　
　
　
、
．

　
　
　
　
　
　
　
δ

自
　
　
　
　
　
を

㎜
ぶ
㌧
＼
，

ー
い
》
ぱ
い
い
5
－
u

題
算
於
き
し
z
。
、
．

題
　
　
よ
璽
と

k
離懸
騨
戴

　
　
　
　
　
　
馬

、　
～
も
ー
び
き
習
は
一

、
崇
嬉
琵
麓
鱈
、
、
．
”

伽
．
鮮

　
　
つ

　
　
、
硫

－
　
い
◎
B

　
h
u
　
　
　
　
　
　
挿

膨
バ
．
謡

　
へ
琵
を
著
る
ヒ

、
、
の
ま
ま
取
詠
z

売
ら
低
嚢
・
ぞ
、

t
　
に
サ
に
窪
謬
（

　
　
ま
，
：
…
■

．
　
紳
繋

　
　
　
　
　
一
曇

　
　
　
　
　
　
　
し

鵬
ふ
獣
、

鰭
　
房

櫓
闘
訴
乏

蚊
導
ぱ
，

“
　
セ
み
は
涛
建

　
　
　
、
，
み
良
い
。

　
研

　
こ
の
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、

当
初
の
不
起
訴
処
分
か
覆
さ
れ
、
改

め
て
起
訴
さ
れ
た
例
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て

に
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
先

は
、
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
（
長

岡
市
三
和
三
…
托
…
二
八
、
行
〇
二

瓦
八

－
三
五
ー
二
一
四
一
番
4
で
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
桶
沢
信
治
（
山
本
二
二
万
円
…

香
典
返
し
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）

壬
円
．
．
▼
春
川
（
新
座
）
五
チ
円
。

▼
岡
村
祐
子
（
栄
町
）
毛
円
。
▼
大

　
　
　
（
湯
之
谷
村
）
自
転
屯
ほ
か

…
…
三
十
一
万
千
二
百
円
相
当
。

　
つ
く
し
園
へ

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
下
さ
い
．

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

昭和56年9月10日

上
原
団
地
住
宅
・
宅
地
の

分
譲
説
明
会
開
催

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
中

条
地
区
上
原
地
内
に
住
宅
宅
地
の
造

成
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
分
の

積
立
分
譲
住
宅
十
二
戸
、
分
譲
宅
地

十
二
区
画
の
分
譲
説
明
会
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
購
入
希
望
者
は
お

い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
十
八
日
爾
　
午
後
一
時

　
　
三
十
分
か
ら

会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
脇
）

　
　
集
団
検
診
室
（
二
階
）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
建
設
課
建
築
住

宅
係
（
君
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

五
〇
）
へ
。

「一一

iふるさとの旬の料理⑥

じゃが芋の油いため

調理法

①じゃが芋を千切にして水に入

れてアタを出し、ざるに揚げてて

　水切する。

②油でいため塩で味付して七味

　を少々振る。

材料一
じゃカ｛芋……300g

油一………一大2

塩……………小1．5

七味…………少々

一年中おかずが一品たりない時などに作ると喜こばれま

す。馬鈴薯の芽にはソラニンがあって、よく煮ないと中

毒する事があるのでこの料理をする時は芽をよくとって

から使用します。

茄子の粕づけ

材料一一　　　　　調理法
中茄子（生）…70～80個　秋茄子を使用する（中位のもの〉

酒粕…………4kg　　調味料を全部よくまぜ合わせて

砂糖…………800g　　その中に茄子を漬けこむ。

塩……………2合　　　最後に上にサランラップをのせ

焼耐…………1合弱　　空気を出す様におしつけ密封し
しょうちゅう

　　　　　　　　　　ておく。お正月頃食べ頃になり

　　　　　　　　　　　ます。（郷土料理研究グループいろり会）

L
　
▼
あ
す
な
ろ
会
市
民
尾
瀬
沼
ハ
イ

ク
参
加
者
一
同
、
一
万
五
千
三
百
三

影
一
円
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
卜
七
日
㈲
　
午
前
托
時
～

正
午
ま
で
　
内
後
、
妻
有
町
東
一
、
河

内
町
、
寿
町
一
、
美
雪
町
一
、
、
、
、

川
治
下
町
第
二
の
各
一
部
、
妻
有
町

西
一
丁
月
、
妻
有
町
西
二
丁
目
、
▼

九
月
二
十
一
日
㈲
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
、
本
町
二
、
本
町
三
、
若
宮
町
、

水
野
町
、
神
明
町
、
諏
訪
町
、
宮
下
町

西
の
各
一
部
、
▼
十
月
一
日
㈲
　
午

前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で
、
占
田
山

谷
、
稲
葉
、
小
泉
第
一
の
各
一
部
、
小

泉
第
三
、
▼
十
月
二
日
㈲
　
午
前
瓦

時
～
午
後
三
時
、
卜
条
本
町
の
一
部
、

貝
ノ
川
、
水
口
、
新
保
、
下
山
、
新
光
寺

　
　
　
　
　
　
　
』
」
澱
，
・

渉
と
3
端

○
苗
場
山
ろ
く
の
台
地
に
広
大
な
農

地
を
造
成
し
、
清
津
川
ダ
ム
か
ら
導

水
し
よ
う
と
い
う
市
に
と
っ
て
世
紀

の
大
事
業
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

こ
の
大
事
業
の
成
就
が
祈
ら
れ
ま
す
。

市
役
所
市
民
相
談
室

■市勢／世帯数…12，089／推計人ロ…49，217人（男24，058人・女25，159人）※基本台帳人口49，771人（8月1日現在）

巡
回
内
職
相
談
日
九
月
十
八
日
（
午
前
十
時
～
午
後
三
時
）
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